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県
民
性
の
反
省
に
つ
い
て

奈
良
県
信
用
保
証
協
会
会
長
西
上
菊
雄

そ
の
昔
神
武
天
皇
さ
ま
が
橿
原
の
地
に
都
し
て
「
蓋
し
国
の
最
中
か
国
造
り
せ

ん
」
と
宜
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
ざ
っ
と
、
二
千
六
百
年
、
猫
額
大
の
耕
地
で
は

あ
る
が
肥
沃
豊
穣
、
そ
の
上
紀
伊
山
脈
に
遮
切
ら
れ
て
大
災
害
が
少
な
い
、
考
え

て
見
る
と
神
武
さ
ん
が
都
を
定
め
ら
れ
た
の
も
宣
な
る
か
な
で
あ
る
。

然
し
穀
物
が
良
く
で
き
て
災
害
が
な
い
、
他
人
の
力
を
借
ら
ず
に
住
み
ょ
い
士

地
に
永
年
住
み
つ
い
て
い
る
問
に
、
 
V
つ
の
間
に
か
環
境
に
ょ
っ
て
利
己
主
義

排
他
主
義
の
県
民
性
が
打
ち
樹
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
爾
来

奈
良
県
に
は
大
臣
大
将
が
少
な
い
と
云
う
人
む
い
る
。
私
が
か
つ
て
仕
え
た
他
府

県
か
ら
来
た
上
司
は
奈
良
県
の
人
は
人
の
悪
口
を
言
い
合
い
、
人
を
引
き
落
す
僻

が
あ
る
が
、
と
れ
は
ま
こ
と
に
卑
劣
な
こ
と
で
不
愉
快
な
こ
と
だ
七
言
わ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

人
を
押
す
、
人
を
引
く
小
ぽ
け
な
部
落
根
生
か
も
知
れ
な
い
が
日
本
人
独
特
の

こ
の
美
わ
し
き
人
情
を
悪
い
と
ぱ
か
り
に
き
め
つ
け
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
奈
良
県
の
政
界
と
云
わ
ず
財
界
と
言
わ
ず
よ
く
反
省
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
私
は
思
う
0
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新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
決
ま
る

専
務
理
事
に
和
井
田
氏
選
任
事
務
局
長

当
所
第
四
十
七
回
通
常
議
員
総
会
は
、
三
月
二
十
七
日
午
後
三
時
よ
り
奈
良
ホ
テ

ル
会
議
場
で
開
催
。
大
森
会
頭
が
議
長
と
な
り
、
昭
和
四
十
七
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
を
原
案
通
り
可
決
L
た
ほ
か
、
中
村
前
専
務
理
事
の
辞
任
に
伴
な
う
後
任

の
専
務
理
事
に
和
井
田
恒
道
氏
を
選
任
L
た
。
な
お
事
務
局
長
に
は
勝
井
嘉
忠
氏
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画

基
本
方
針

本
年
度
の
わ
が
国
経
済
の
動
向
は
、
円

切
上
げ
影
祭
経
済
の
実
体
面
張
透

し
お
丸
は
「
上
期
件
滞
下
期
回
復
」
の
観

測
も
あ
る
も
の
の
、
こ
と
に
中
小
<
業
、

、
゛
一
゛
ノ

゛
゛
゛

地
方
経
済
に
お
い
て
は
か
な
り
長
期
に
亘

り
停
滞
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
0

一
方
高
度
成
長
を
遂
げ
た
わ
が
国
経
済

は
、
内
外
の
多
面
的
環
境
変
化
に
ょ
っ
て

根
本
的
姦
換
を
迫
ら
れ
る
に
至
っ
九
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
あ
っ
て
奈
良
経

済
界
に
お
い
て
も
木
年
度
は
今
後
の
減
速

成
長
に
耐
え
得
る
よ
う
な
企
業
体
質
に
改

、
毛

'
一

は
勝
井
氏

善
す
べ
く
大
胆
に
と
れ
に
取
組
ま
ね
ぱ
な

ら
な
い
。
ま
洗
通
機
構
の
変
革
、
コ
ソ

シ
ニ
ー
マ
リ
ズ
ム
(
消
費
者
主
義
)
の
高

ま
り
等
に
対
応
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
計

画
段
階
を
過
ぎ
実
行
の
段
階
に
入
っ
て
い

る
0情

報
化
社
会
に
即
応
す
る
態
勢
も
一
段
と

強
化
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
0
 
こ
う
い
っ

た
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
響
者
の
更
に

は
経
済
界
全
体
と
し
て
e
纖
構
造
の
抜

本
的
驫
換
も
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
地

域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
本
会
議
所
の

基
盤
、
機
能
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
も
喫

劣
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
内
外
の
諸
情
勢
を
ふ
ま
え
て

本
会
議
所
は
地
域
商
工
業
の
綜
合
的
か
つ

抜
本
的
な
改
善
発
展
を
目
指
し
て
地
器

業
の
高
・
度
化
を
図
る
べ
く
、
昭
和
四
十
七

年
度
は
次
の
諸
事
業
に
吾
を
置
き
な
が

ら
多
面
的
か
つ
活
発
な
活
動
を
展
開
す
る

、

、

宅

ノ

ノ
＼

も
の
と
す
る
0

事
業
目
標

一
、
会
俳
基
盤
及
び
機
能
の
強
化

会
議
所
利
用
の
促
進
を
図
る
一
方
、

会
員
の
増
強
に
努
め
、
会
員
の
積
極
的

か
つ
幅
広
い
参
加
及
び
活
動
を
求
め
て

産
業
界
の
声
を
反
映
し
た
事
業
を
活
発

に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
・
産
業

経
済
界
の
総
力
を
結
集
し
た
会
議
所
と

し
て
、
そ
の
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

部
会
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
き
び

し
い
織
に
直
面
t
る
新
時
代
急
応

し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
機
能
を
一
層

発
し
、
接
綜
合
需
団
体
と
し
て

の
地
位
を
一
段
と
高
め
る
。

ニ
、
前
年
度
よ
り
の
継
一
酬
業

会
議
所
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

商
工
業
者
結
集
と
活
勢
場
と
し
て
、

ま
余
業
の
多
発
好
処
し
経
済
界

の
中
枢
機
関
と
し
て
の
能
率
的
な
会
館

の
必
要
性
か
ら
、
そ
の
建
設
は
喫
緊
の

課
や
し
喜
極
的
に
取
組
ん
で
き
た

の
で
あ
る
が
本
年
度
は
更
に
強
力
に
推

進
し
早
期
実
現
を
期
す
。

三
、
意
見
活
動
及
、
翁
査
倫
活
動
綴

゛〒

、

議
員
異
動

、

〔

C

瓢
極
的
に
推
進
す
る
。

ハ
、
議
員
懇
雙
お
開
催

激
動
す
る
内
外
経
済
に
徽
し
経
営

の
首
脳
者
と
し
て
現
下
の
政
治
、
経
済

等
倫
勢
に
つ
い
て
的
確
に
把
握
し
、

誓
<
相
互
儉
和
を
一
段
と
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
議
員
巽
欣
会
を
随
時
開
催

し
、
会
議
所
機
能
の
高
曾
資
す
。

九
、
奈
良
商
工
会
議
所
婦
人
会
(
仮
称
)

の
設
置

奈
良
経
済
界
に
お
い
て
も
、
企
業
経

営
の
中
に
占
め
る
婦
人
の
力
が
増
大
し

て
い
る
実
他
鑑
み
、
婦
人
経
営
者
お

よ
び
企
業
経
営
に
参
画
し
て
い
る
婦
人

の
有
志
を
も
っ
て
構
成
す
る
奈
良
商
工

会
議
邪
人
会
(
仮
称
)
を
謎
し
、

婦
人
僻
人
と
し
て
相
互
啓
発
と
器

に
資
す
と
と
も
に
、
婦
人
黒
覚
と
意

見
を
企
業
経
営
の
近
代
化
、
地
域
僻

の
進
展
に
反
映
さ
せ
る
活
動
を
活
発
に

行
な
う
0

十
、
中
小
企
業
相
僻
活
動
の
強
化
(
小

規
模
事
業
対
策
)

最
近
の
内
外
の
零
勢
か
ら
見
て
中

小
零
細
企
業
の
経
営
環
境
も
大
き
く
変

化
し
て
お
り
地
区
内
中
小
零
細
企
業
の

経
営
改
善
に
ょ
る
自
助
努
力
の
育
成
の

た
め
税
務
、
金
融
、
労
務
を
三
本
の
柱

と
し
て
指
遵
事
業
の
強
化
を
は
か
る
。

゛

レ

ダ

ノ

,

リ.

"

ノ

ノ
ノ

「

卓

日
本
交
通
公
社
奈
良
支
店
長
松
木
義
夫

氏
の
転
任
に
伴
な
い
、
新
十
X
店
長
伊
藤
元

信
氏
だ
荏
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
松
本

氏
の
後
任
習
と
し
て
傑
氏
盆
任
さ

れ
主
し
た
。
(
黙
四
十
七
年
四
月
十
二
日
)

゛

C

.

て
奈
良
経
済
界
の
動
向
を
把
握
し
、
委

員
会
・
部
会
活
動
を
通
じ
て
意
見
を
結

集
し
関
係
方
面
へ
具
申
、
建
議
す
る
等

意
見
活
動
を
強
力
に
進
め
る
。

一
方
、
情
報
化
時
代
に
刈
応
し
て
彬

に
経
営
指
針
の
判
断
に
資
す
る
た
め
各

般
の
実
情
動
向
を
収
集
し
、
適
切
に
周

知
す
る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
な

う
四
、
景
気
対
策
会
議
の
推
進

円
切
上
げ
等
一
連
の
国
際
逢
将
勢

の
変
化
等
に
ょ
り
わ
が
国
経
済
は
大
き

な
影
粋
を
受
け
根
本
的
な
転
換
を
迫
ら

れ
て
お
り
、
奈
良
繋
界
も
そ
の
例
外

で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
変
転
き
わ
ま

り
な
い
諸
情
勢
に
対
応
し
て
常
に
情
報

の
収
き
努
め
景
気
対
策
会
議
を
積
極

的
に
推
進
し
捗
産
業
の
健
全
な
発
展

に
資
す
。

五
都
市
再
開
発
の
促
進

近
畿
圏
整
備
法
な
ら
び
に
奈
良
県
地

方
計
画
の
う
ち
奈
良
市
の
産
業
経
済
を

広
域
的
視
野
か
ら
検
討
し
て
地
域
開
発

を
促
進
す
る
。
ま
た
著
し
い
流
通
革
新

に
謎
し
て
県
・
市
と
協
力
し
て
実
施

し
た
奈
良
市
近
鉄
奈
良
駅
前
周
辺
地
区

広
域
商
業
諭
に
基
つ
く
都
市
再
開
発

案
を
基
礎
に
当
該
商
店
街
の
意
志
を
尊

.

A
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゛
゛

ハ

ノ
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0

3

ず

2

重
し
な
が
長
重
に
推
進
す
る
と
と
も

に
均
衡
あ
る
発
展
に
努
め
る
。

六
、
観
光
事
業
の
振
興
国
際
文
化
観
光
都

市
と
し
て
わ
が
国
古
文
化
財
観
光
の
優

位
に
あ
る
奈
良
の
立
場
か
ら
歴
史
的
風

士
の
保
全
観
光
資
源
の
適
正
な
開
発

に
烹
を
お
き
産
誘
発
と
の
調
和
を

は
か
り
、
道
路
、
駐
陽
、
交
通
網
、

宿
泊
施
設
等
観
光
基
盤
の
整
備
促
進
、

国
際
親
善
の
増
進
等
産
業
観
光
の
振
興

を
は
か
る
た
め
に
当
該
部
会
を
通
じ
意

見
の
結
集
と
観
光
行
政
へ
の
協
力
を
促

進
す
る
と
と
も
に
観
光
士
産
品
の
声
価

向
上
対
策
等
各
般
に
亘
る
観
光
対
策
の

万
全
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。

七
、
一
屈
用
、
為
対
策
の
鞭

労
勧
力
不
足
は
若
年
労
働
力
を
中
心

に
深
刻
化
し
、
特
に
中
小
企
き
あ
っ

て
は
労
働
力
の
確
保
は
今
や
企
業
経
営

上
の
最
重
要
課
題
に
な
り
つ
X
あ
る
に

鑑
み
、
積
極
的
に
求
人
開
拓
事
業
を
推

進
す
る
。
こ
の
た
め
奈
良
市
、
奈
良
公

共
職
業
安
定
所
及
び
当
所
の
構
成
に
ょ

る
雇
用
問
題
連
絡
会
を
活
発
に
開
催
し

て
、
そ
の
尖
効
を
促
進
す
る
。

更
に
こ
れ
と
関
連
し
て
企
業
内
労
務

管
理
の
近
代
化
を
は
か
る
た
め
に
各
種

轡
会
福
祉
事
業
等
労
務
改
善
事
業

日
本
謡
甃
会
社
奈
良
支
店
長
森
上

三
郎
氏
絵
員
二
号
贇
を
辞
任
さ
れ
た

の
に
伴
い
、
交
通
器
部
会
で
南
都
運
送

株
式
会
社
社
長
梅
田
清
一
郎
氏
が
二
号
議

員
と
し
て
補
欠
選
任
さ
れ
、
梅
田
氏
が
新

し
兪
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

(
昭
和
四
十
七
年
四
月
十
七
日
)

剖
J

内
外
の
経
済
環
境
が
極
め
て
厳
し
く

か
つ
激
し
く
変
動
す
る
情
勢
下
に
お
い

毛

州
1

C

ー、

田牙

、謝,

南都運送鵠社長
梅田清一郎氏
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辞
任
挨
拶

毛

一

一.

、

一

中
村
貞
三

晏

』

」

乱

岳

辧
が
創
立
さ
れ
て
問
も
な
い
昭
和
二
十
二
年

の
九
月
で
あ
り
ま
し
て
、
当
時
私
は
弱
冠
四
十

一
才
の
時
で
あ
り
ま
し
た
が
、
恰
度
今
年
で
二

十
五
年
目
に
な
り
ま
す
。

時
の
会
頭
は
、
今
は
亡
き
二
塚
さ
ん
で
あ
り

ま
し
て
、
統
い
て
越
智
会
頭
、
吉
川
会
頭
、
そ

し
て
現
大
森
会
頭
と
、
四
代
の
会
頭
に
仕
え
て

参
っ
九
訳
で
あ
り
ま
す
。

わ
け
て
も
、
私
を
当
初
専
務
理
事
と
し
て
推

せ
ん
を
し
て
下
さ
っ
た
の
が
、
誰
あ
ろ
う
今
の

大
森
会
頭
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
推
せ
ん
を
賜

つ
た
方
を
、
最
後
の
会
頭
に
戴
い
て
、
お
仕
え

さ
せ
て
い
た
ゞ
い
た
こ
と
は
、
私
の
最
も
喜
び

で
あ
り
、
最
大
の
倖
で
あ
り
ま
し
た
。

何
を
申
し
ま
し
て
も
、
二
十
五
年
と
い
う
長

い
期
間
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ひ
た
す
ら
皆
様

か
ら
畷
職
の
そ
X
り
を
受
け
ま
す
こ
と
を
俣

れ
、
且
又
出
所
進
退
、
引
ぎ
際
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
わ
か
り
な
が
ら
も
、
そ
の
時

瑚
を
掴
む
こ
と
は
、
難
し
い
も
の
で
、
遂
い
皆

^
の
^
^
^
品
に
^
え
、
^
日
に
^
り
ま
し
九
こ

1
灣

一
.
三

如

と
は
、
誠
に
申
訳
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

偶
々
私
、
ニ
、
=
亙
前
か
ら
白
内
障
を
病
み
、

更
に
昨
年
暮
、
緑
内
障
が
併
発
し
、
目
下
病
院

通
い
を
し
て
居
る
よ
う
な
訳
で
あ
り
ま
す
。

何
れ
遅
か
れ
、
早
か
れ
、
入
院
も
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
第
一
無
理
が
き
X

ま
せ
ん
の
で
、
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機

会
に
、
お
暇
を
い
九
ゞ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

九
气
懸
案
の
会
館
建
設
と
い
う
大
き
な
事

業
を
目
前
に
控
え
な
が
ら
、
何
の
御
手
伝
も
出

来
ま
せ
ず
、
去
っ
て
行
き
ま
す
こ
と
は
、
一
抹

の
心
残
り
で
も
あ
り
、
ほ
ん
と
ぅ
に
申
訳
な
い

汰
第
で
あ
り
ま
す
が
、
船
赦
し
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
ど
ぅ
か
、
一
日
も
早
く
、
立
派
な

会
館
が
完
成
す
る
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祈
り
し

て
居
り
ま
す
。

振
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
実
に
色
々
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
微
力
何
一
つ
皆
様
の
御
期

待
に
副
う
こ
と
も
出
来
ま
せ
ず
、
面
目
な
い
次

第
で
あ
り
主
す
。

た
ゞ
、
せ
め
て
も
の
、
こ
れ
と
い
う
大
過
も

な
く
、
今
日
在
る
こ
と
を
得
ま
し
た
の
は
、
偏

に
皆
様
の
絶
え
ざ
る
、
御
謀
と
御
支
援
の
賜

で
あ
り
ま
し
て
、
心
か
ら
厚
く
く
御
礼
を
申

上
げ
ま
す
。

最
後
峡
奈
良
商
工
会
議
所
今
後
の
愈
々
の

御
隆
昌
と
皆
様
各
位
の
、
御
健
康
並
各
事
秀

の
益
々
の
御
繁
栄
を
念
じ
上
げ
ま
し
て
、
退
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ど
ぅ
も
永
い
問
、
ほ
ん
と
ぅ
に
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た

0

〒

1
肇
、
〒
、
、
、

ム
、

当
商
工

会
議
所御

こ
、

厄
介
に

な
り
ま

し
た
の

ま
、

、

多

'

訓
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部の

)日
日
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誕

月
月
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出

ー
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゛
゛
゛
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、

年
年

7
8
4
4

和
和

昭
昭

自
至

(
熊
針
舞
武
1
催
J

些
費
費
費
費
成
費イ

用

議
業
台
運
定
理

会
事
法
管
交

'
,
'
'

支
款

、

,
ー

=1
t
、
、
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.
J
゛
゛
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ー
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゛
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、
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゛
゛
゛
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゛
ノ
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会
議
所
の
う
こ
き

昭
和
四
十
六
年
度
団
体
職
員
研

力
月
工
業
コ
ー
ス
に
参
加

修
一

中
小
企
美
興
璽
団
で
は
商
工
会
議
所
等

の
経
営
指
遵
員
に
小
規
祭
業
者
の
経
営
管
理

能
力
開
発
の
た
め
、
簡
易
な
企
叢
ψ
断
が
船
こ

な
え
る
程
度
の
知
誓
手
法
を
斌
与
す
る
事
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
十
一
日
よ

り
二
月
五
日
ま
で
の
約
一
ケ
月
間
、
全
国
の
商

工
兪
所
、
商
工
会
の
経
営
指
遵
員
を
対
象
に
、

東
京
都
新
宿
区
四
谷
三
丁
貝
中
小
企
業
振
興

事
業
団
中
小
企
業
研
修
所
に
船
い
て
、
中
小
企

業
の
現
況
、
経
営
分
析
、
生
産
管
理
労
務
診

断
等
、
広
範
囲
な
研
修
を
実
施
し
た
。
当
所
よ

り
鈴
木
指
導
員
が
参
加
し
た
。

,
ノ
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1
 
2
 
3
 
4
 
5

会
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C

の入

計合

定
例
税
務
相
談
の
開
催

奈
良
全
市
歳
末
大
売
出
し
中
座
観
劇
会
ご
招

待
は
、
去
る
一
月
十
六
日
(
旦
多
数
の
招
待

者
参
加
の
下
に
実
施
。
当
日
は
細
田
小
売
部
会

長
外
役
員
の
協
力
の
も
と
に
参
加
老
全
員
楽
し

く
初
春
の
一
日
を
過
ご
し
た
。

商
工
会
等
経
営
指
導
補
助
員

記
帳
指
導
職
員
研
修
会
出
席

標
器
員
の
資
質
向
上
並
び
に
経
営
普
及
事

業
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
相
籍
遵
を
確
保
す

る
た
め
の
研
修
会
が
、
一
月
十
八
日
1
十
九
日

の
二
日
問
、
長
浜
市
の
慶
爾
に
て
、
県
内
商

工
会
議
所
補
助
員
、
記
帳
専
任
職
員
四
十
六
名

が
出
席
の
下
に
、
記
帳
指
導
の
目
的
、
問
題
点
、

実
務
等
に
つ
い
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当

所
よ
り
は
、
岡
安
記
帳
専
任
職
員
が
出
席
し
た
。

収

一

款

合

定
例
副
会
頭
会
議
の
開
催

定
例
副
会
頭
会
議
は
一
月
十
一
日
、
二
十
五

日
、
二
月
一
日
、
十
六
日
、
三
月
七
日
、
二
十

一
日
、
四
月
五
日
、
十
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
当
所

役
員
室
で
河
合
、
小
山
両
副
会
頭
出
席
の
も
と

に
開
き
、
当
面
の
事
業
報
告
及
ぴ
計
画
、
そ
の

他
重
要
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

奈
良
全
肺
歳
沫
大
売
出
し

中
座
観
劇
会
ご
招
待

研
修
内
容
は
①
商
店
の
空
湘
施
詳
画
②
商

店
照
明
の
劾
果
③
臨
店
指
遵
に
あ
た
っ
て
の
留

賢
等
④
地
下
商
店
街
の
造
成
で
あ
っ
九
。

毎
月
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
標
記
相
談
は

一
月
十
九
日
、
二
月
十
六
日
、
三
月
十
五
日
、

い
づ
れ
、
午
前
十
時
よ
り
四
時
ま
で
実
施
し

た
。
一
月
、
二
月
、
三
月
は
、
決
算
及
び
確
定

申
告
期
で
も
あ
り
、
多
数
の
相
繁
あ
っ
た
。

尚
、
こ
の
相
詮
、
企
業
納
税
の
立
場
に
立
っ

4

て
の
個
別
相
肇
、
大
阪
国
税
局
よ
り
相
啓

を
招
い
て
、
毎
月
第
三
水
曜
日
に
実
施
致
し
て

船
り
ま
す
の
で
船
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

臨
時
議
員
総
会
開
催

5

門
↓

7
 
8
 
9

L
2
3
4
S
6
1

記
帳
継
続
指
導
の
実
施

一
月
二
十
九
日
奈
良
ホ
テ
ル
で
臨
鷺
黒

当
所
中
小
企
業
相
談
所
で
峡
毎
月
実
施
し

会
を
開
催
、
①
会
館
建
鞭
袈
況
の
報
告
②

て
い
る
青
色
申
告
岩
の
た
め
の
記
帳
指
遵
を
、

中
村
貞
三
専
務
理
事
辞
任
の
件
籍
つ
い
て
審

一
月
度
は
一
月
十
九
日
1
二
十
二
日
、
二
月
度

議
さ
れ
た
。
当
日
議
事
に
先
立
ち
永
年
当
所
の

は
二
月
十
六
日
1
十
九
日
、
三
月
度
は
三
月
二

役
員
、
議
員
を
つ
と
め
ら
れ
た
三
十
八
氏
に
対

日
1
四
日
、
六
日
の
各
四
日
間
・
器
し
た
。
こ

の
時
期
峡
昭
和
四
十
六
年
度
分
の
決
算
並
び

す
る
^
彰
が
行
な
わ
れ
た
。

に
確
定
申
告
期
で
も
あ
り
、
指
導
件
数
は
九
十

雇
用
対
策
協
議
会
世
話
人
会

六
件
で
あ
っ
九
。
尚
こ
の
指
遜
は
当
所
渡
辺
記

に
出
席

帳
指
導
員
、
岡
安
器
専
任
職
員
が
担
当
し

奈
良
叢
業
安
定
課
主
催
の
儲
世
話
人
会

た
。

月
三
十
一
日
(
月
)
一
時
三
十
分
よ
り
奈

ミ

会
館
建
設
推
進
特
別
委
員
会
開
催
良
県
文
化
会
館
に
於
い
て
行
わ
れ
「
就
職
カ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
方
法
等
」
に
つ
い
て
協
議
、

一
月
二
十
四
日
(
第
四
回
)
同
二
十
九
日
会
議
所
連
合
会
か
ら
吉
田
指
導
員
が
出
席
し

(
第
五
回
)
二
月
一
日
(
第
六
回
)
三
月
七
日
た
。

(
第
七
回
)
に
祭
委
員
会
を
開
き
、
会
議
所

.

小
企
業
者
税
務
対
策
協
議
会

会
館
建
設
推
進
に
関
し
て
協
議
検
討
さ
れ
た
。

に
出
席

昭
和
四
十
六
年
度
第
7
回
経

奈
良
税
務
署
で
は
去
る
二
河
一
日
(
火
)
奈

営
指
導
員
研
修
会
に
出
席

良
合
同
庁
舎
会
議
室
に
於
い
て
標
記
税
務
対
策

協
議
会
を
開
催
当
所
よ
り
中
村
指
遵
課
長
が
出

商
業
コ
ー
ス
を
中
心
に
し
九
糖
指
遵
員
研

修
会
は
去
る
一
月
二
十
四
日
(
月
)
よ
り
三
日

席
し
た
。

尚
当
日
の
幾
は
昭
和
四
十
六
年
度
分
記
帳

間
吉
野
町
及
大
阪
南
の
「
虹
の
ま
ち
」
に
於
い
て

指
導
及
決
算
指
導
、
確
定
申
告
青
色
申
告
の

行
わ
れ
当
所
よ
り
中
村
指
違
課
長
、
吉
田
指
導

勧
し
ょ
う
等
で
あ
っ
た
。

員
が
出
席
し
九
。

1月~4月

11.

12.

、喜
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8,196,000
500,000
790,000

1,096,000
5,596,000

1,290,000

200,000
663,000
720,000

850,000

65,500
10,000

昭和47年度一般会計収支予算書

費
担金
付金
業収入
付金

雑収入
前年度繰越金

21,146,500

本年度予算

14,885,000
1,300,500
2,710,000
1,590,000

1,000
印,000
600,000

前年度予算

14,285,000
1,210,500
2,710,000
1,110,000

1,000
60,000
600,000

系合ぢ・
旅
事務局

21,146,500

6.

本年度予算

19,976,500

9,055,000
500,000
870,000
1,206,000
5,600,000

1,380,000

200,000
673,000
720,000

870,000

62,500
10,000

際費
公課分担金
福利厚生費
退職資金積立金
特別会計繰入

鬢雑
予備 ,!t

(単位円)

19,976,500

10.

前年度予算

^^^^^



佐
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会

経
営
指
導
員
来
所

二
月
三
日
(
木
)
佐
賀
県
商
工
会
辧
連
合

会
経
〕
纂
遵
負
一
行
が
来
所
、
当
所
よ
り
和
井

田
専
務
理
出
代
行
、
中
村
指
遵
課
長
が
出
席
し

て
奈
良
市
内
に
於
け
る
指
遵
状
況
等
を
説
明
懇

談
し
た
。工

業
部
会
開
催

二
月
四
日
(
金
)
午
前
十
一
時
よ
り
当
所
二

階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
標
記
部
会
を
開
催
し

ナ
当
日
は
、
前
部
会
長
、
関
西
電
力
鵠
奈
良
支

店
長
曽
原
一
郎
氏
の
転
任
に
と
も
な
い
部
会
長

選
任
に
つ
い
て
恊
鷲
な
さ
れ
、
新
部
会
長
に

関
西
電
力
塑
璽
父
店
長
島
却
夫
氏
が
選
任

さ
れ
た
。

ま
た
、
今
後
の
部
会
活
動
に
つ
い
て
種
夕
愆

見
の
交
換
が
な
さ
れ
、
最
近
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
,
公
害
と
工
業
立
地
"
の
問
題
に

関
し
、
事
務
局
に
工
場
移
転
登
向
徒
つ
い

て
翌
の
要
象
あ
り
、
三
月
上
句
に
翌
を

実
施
し
た
。
尚
当
日
の
出
席
者
は
当
所
小
山
副

会
頭
外
十
五
名
で
し
た
。

内
八
八
名
か
合
格
し
た
。
公
口
格
率
二
九

六
%
)
、
又
級
別
で
は
、
一
級
一
名
、
二
級
十

名
、
三
級
四
九
名
、
四
級
十
四
名
、
五
級
九

名
、
六
級
五
名
が
合
格
し
た
。

一

繊
維
工
業
部
会
開
催

二
月
八
日
(
火
)
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
当

所
二
階
ホ
ー
ル
に
於
て
、
標
記
部
会
を
開
催
し

た
。当

日
は
、
今
後
の
部
会
活
動
に
つ
い
て
、
・
意

見
交
換
が
な
さ
れ
、
杉
山
部
会
長
よ
り
東
南
ア

シ
ア
の
雛
工
業
の
実
態
を
視
察
し
て
は
と
の

惹
見
、
あ
り
、
"
舷
力
あ
る
部
今
作
り
を
提

案
さ
れ
た
。

引
統
き
、
、
ゲ
ス
ト
の
蚕
県
立
短
期
大
学
教

授
由
比
凌
氏
よ
り
、
本
年
の
日
本
経
済
の
動

向
に
つ
い
需
演
が
な
さ
れ
た
後
由
比
先
生

を
囲
ん
で
種
々
懇
繁
な
さ
れ
、
午
後
二
時
終

了
し
た
。
尚
出
席
者
は
四
名
で
し
た
。

労
務
管
理
雛
の
一
環
と
し
て
、
二
月
九

日
、
十
日
の
二
日
間
、
当
所
三
階
中
ホ
ー
ル
に

於
て
、
中
小
企
業
詮
士
守
谷
建
一
氏
を
需

に
祭
暫
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
賃
金
体
系
基
本
給
の
合
理
化
、
職

務
給
導
入
の
必
要
性
、
職
務
評
価
の
方
法
等
に

つ
い
て
詳
細
に
説
明
、
参
加
者
二
十
名
一
同
熱

心
に
聴
誠
し
た
。

中
小
企
業
集
団
役
職
員

研
修
会
に
出
席

二
月
十
日
(
木
)
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

県
労
政
課
主
催
で
、
婦
人
会
館
中
研
修
室
に

て
、
県
下
労
務
改
善
事
業
指
定
六
集
団
の
参
加

の
下
に
標
記
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
議
件
は

昭
和
四
十
六
年
度
事
業
実
施
結
果
の
問
讐
及

び
昭
和
四
十
七
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
で
あ

り
、
当
所
よ
り
大
井
指
導
員
が
出
席
し
た
。

一

第
七
十
四
回
珠
算
能

力
検
定
試
験
の
施
行

二
打
六
日
、
奈
良
県
立
短
期
大
学
に
於
て
、

祭
検
定
試
験
を
施
行
、
受
験
老
二
九
七
名
の

昭
和
四
十
六
年
度

第
六
回
経
営
指
導
員
連
絡
会

議
に
出
席

蚕
県
商
工
労
働
部
で
は
去
る
二
月
九
日

(
水
)
農
協
会
館
に
於
て
昭
和
四
十
六
年
度
納

税
申
告
な
ら
び
に
記
帳
指
遵
の
円
滑
化
を
は
か

る
た
め
標
記
連
絡
会
議
を
開
催
し
当
所
よ
り
中

村
指
一
獣
長
が
出
席
し
九
。

第
三
十
回
全
国
商
工
会
議
所

商
工
技
術
担
当
者
会
議
に
出
席

去
る
二
月
二
十
三
日
(
水
)
東
京
商
工
会
議

よ
り一

、
各
種
の
調
査
結
果
よ
り
し
て
対
象
商
店

街
は
何
ら
か
の
方
法
で
再
開
発
が
必
要
で
あ

る
。

ニ
、
本
勧
告
は
建
築
関
係
、
都
市
計
画
等
を

全
く
考
慮
に
入
れ
ず
あ
く
ま
で
、
通
産
、
商
業

ベ
ー
ス
の
み
で
作
成
し
た
。

三
、
本
勧
告
に
あ
る
計
画
は
例
え
ば
こ
の
よ

う
な
再
開
発
も
あ
り
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

て
こ
の
計
画
が
す
べ
て
だ
と
い
う
も
の
で
は
な

当
所
で
は
安
念
識
高
揚
の
一
助
と
し
て
、

二
月
十
四
日
(
月
)
、
午
後
一
時
よ
り
需
に
、

鵠
了
ネ
、
ジ
メ
ソ
ト
・
フ
カ
デ
ミ
ー
の
森
本
正
樹

氏
を
招
い
て
、
標
、
需
習
会
を
開
催
、
当
日
は

職
場
安
全
の
基
本
理
念
と
施
策
に
つ
い
て
弧

を
さ
れ
た
。
尚
、
参
加
者
は
十
五
名
で
し
た
。

奈
良
県
観
光
土
産
品
公
正
取

引
協
議
会
総
会

二
月
十
七
日
(
木
)
午
後
二
時
よ
り
当
所
三

階
ホ
ー
ル
に
て
標
記
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
議

件
は
、
一
、
昭
和
四
十
五
年
、
四
十
六
年
度
決

算
報
告
審
秀
件
、
ニ
、
昭
和
四
十
七
年
度
予

竹
棄
・
謡
の
件
、
三
当
協
議
会
会
則
一
部
変

更
の
件
、
四
第
六
回
表
示
に
関
す
る
審
査
会

開
催
の
件
篭
あ
っ
た
。
尚
、
出
席
老
は
松
岡

会
長
外
十
五
名
。
当
所
よ
り
中
村
課
長
、
佐
高

主
那
が
出
・
席
し
た
。

一
第
六
回
観
光
士
産
品
の
表
示
一

に
関
す
る
審
査
会
開
催

二
河
十
八
日
(
金
)
、
午
前
九
時
三
0
分
よ

り
当
所
三
階
ホ
ー
ル
に
於
て
奈
良
県
内
・
観
光

土
産
品
を
讐
販
売
す
る
業
老
を
対
象
に
審
査

会
、
倫
催
さ
れ
た
。
ア
ゲ
ゾ
コ
、
製
造
元
表
示

等
を
重
点
的
に
一
品
.
づ
つ
審
査
の
後
合
議
審

査
を
行
い
合
否
の
判
定
を
し
た
。

全
体
的
に
極
端
な
粗
悪
品
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

不
合
絡
品
の
大
部
分
は
レ
ー
ル
物
で
あ
っ
た
。

最
終
結
果
峡
出
品
数
二
三
八
点
、
合
惰
一
七

0
点
、
条
件
付
合
格
五
三
点
、
不
合
格
一
五
点
。

尚
、
出
席
老
は
松
岡
会
長
外
十
三
名
で
し
九
。

当
所
よ
り
勝
釜
務
局
系
務
取
扱
、
雋
主

那
が
出
席
し
た
。

新
L
い
賃
金
制
度
の
あ
り
方

講
習
会
開
催

7

大
型
店
に
ょ
る
影
響
調
査
実
施

島
]

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
開
催

奈
良
県
・
奈
良
市
及
び
当
所
で
は
去
る
二
月

十
日
(
木
)
広
域
商
業
詮
の
一
貫
と
し
て
一

般
小
売
店
へ
の
影
轡
を
開
査
す
る
た
め
大
型
店

(
ダ
イ
エ
ー
、
ニ
チ
ー
)
へ
の
顧
客
の
入
店

数
、
商
店
街
で
の
顧
客
の
滞
留
時
間
等
を
中
心

に
標
需
査
を
実
施
し
た
。

当
所
か
ら
は
中
村
指
導
課
長
他
4
名
論
査

を
担
当
し
た
。

カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
セ
ミ
ナ
ー
実
務
編
と
し

て
、
二
月
十
六
日
(
水
)
、
午
後
一
時
よ
り
当

所
三
階
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
関
西
カ
ウ
ソ
セ

リ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
理
事
長
、
古
今
筈
欝
を

講
師
に
標
需
習
会
を
開
催
し
た
。

本
誥
座
は
産
業
カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
の
実
例
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ソ
グ
を
お
り
混
ぜ
て
、
カ
ウ
ソ

セ
リ
ソ
グ
の
特
質
、
原
理
に
つ
い
て
、
誠
師
を

中
心
に
座
零
形
式
で
学
習
を
し
た
。
尚
参
加

者
は
十
二
名
。

、

ホ
ー
ル
に
於
て
儲
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
件
は
当
日
午
前
九
時
よ
り
行
な
わ
れ
た
審
査

会
の
結
果
に
つ
い
て
の
審
議
、
手
直
し
会
の
開

催
等
で
あ
っ
た
尚
、
出
席
者
松
岡
会
長
外
公
取

委
員
五
名
。
当
所
よ
り
佐
高
主
票
出
席
し
た
。

t

、
0

作
業
安
全
管
理
研
修
会
開
催

昭
和
四
十
六
年
分
青
色
申
告

決
算
説
明
会
の
開
催

当
所
中
小
傘
相
談
所
で
峡
確
定
申
告
期

を
迎
え
、
適
正
な
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
二
月
十
六
日
、
午
後
一
時
よ
り
、
当
所
三

階
ホ
ー
ル
に
於
て
、
中
島
会
計
鬻
所
、
稔

会
計
士
中
島
良
次
氏
瓢
師
緑
記
説
明
会
を

開
催
し
た
。
本
誥
座
は
個
人
会
員
事
業
場
を
対

象
に
、
青
色
申
告
所
得
税
の
決
算
、
硫
定
申

告
書
の
作
成
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
多
数

受
講
し
た
。

理
財
部
会
開
催

し

当
所
で
は
去
る
二
月
二
十
一
日
正
午
よ
り
当

所
ホ
ー
ル
に
於
い
て
理
財
部
会
を
開
催
昭
和
四

十
七
年
宗
業
及
ぴ
部
会
運
享
に
つ
い
て
協

議
し
た
。
出
席
者
は
亀
田
部
会
長
他
八
名
で
当

所
か
ら
は
河
合
、
小
山
両
副
会
頭
が
出
席
し
た
。

尚
当
日
は
奈
良
保
健
所
よ
り
石
田
所
長
が
ゲ

ス
ト
と
し
て
出
席
「
経
営
者
の
健
康
法
」
と
題

す
る
卓
話
を
行
っ
た
。

6

四
従
っ
て
計
画
そ
の
も
の
よ
り
も
何
ら
か

の
方
法
で
再
開
発
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
針
で

あ
る
。五

、
し
か
し
本
計
画
の
規
模
程
度
の
も
の
で

あ
れ
ば
商
業
ベ
ー
ス
で
考
え
て
.
ヘ
イ
出
来
る
と

い
う
事
だ
け
は
云
え
る
。

以
上
勧
告
書
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
あ
り
最
後

に
当
所
勝
井
事
務
局
長
よ
り
閉
会
の
あ
い
さ
つ

所
に
於
て
、
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
日
本

商
工
会
辧
各
種
検
定
試
験
に
つ
い
て
祭
会

禦
開
か
れ
た
。

当
日
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
各
種
検
定
試
験

の
施
行
上
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
、
種
々
協
議

さ
れ
、
又
日
商
よ
り
の
提
案
事
頂
「
昭
和
四
十

七
年
度
各
器
定
於
施
行
期
日
(
案
)
」
「
商

工
技
術
振
興
事
詳
画
(
案
)
」
「
日
商
商
工
技

術
部
事
詳
画
(
案
)
」
に
つ
い
て
は
、
協
議
の

結
果
全
面
的
に
承
酪
れ
た
。
当
所
よ
り
木
戸

総
翻
長
仲
野
主
票
出
席
し
た
。

奈
良
新
作
土
産
品
展
開
催

奈
良
県
観
光
士
産
品
公
正
取

引
協
議
会
委
員
会
開
催

二
月
十
八
日
(
金
)
午
後
五
時
よ
り
当
所
三
階

"

,
ゞ
、

f

商
業
卸
部
会
開
催

当
所
で
は
去
る
二
河
二
十
二
日
(
火
)
正
午

よ
り
当
所
ホ
ー
ル
に
於
て
商
業
卸
部
会
を
開
催

昭
和
四
十
七
年
度
事
業
及
び
部
会
事
業
費
等
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

尚
当
日
ゲ
ス
ト
と
し
て
奈
良
県
業
経
済
課

久
保
係
長
が
出
席
「
奈
良
県
生
鮮
食
料
品
卸
市

場
整
備
計
画
」
に
つ
い
て
卓
話
を
行
っ
た
。
出

席
者
は
下
出
部
会
長
他
十
六
名
で
あ
っ
た
。

咋
年
八
月
、
奈
良
県
、
奈
良
市
、
当
所
の
三

老
で
実
施
し
た
祭
診
結
果
の
報
告
会
を
去

る
二
月
二
十
四
日
、
午
後
一
時
よ
り
県
文
化
会

館
会
議
室
に
船
い
て
開
催
、
対
象
商
店
街
役
員

を
は
じ
め
会
員
約
百
名
の
出
咲
あ
っ
た
。
報

告
会
は
県
中
小
企
蒸
合
指
導
所
小
松
志
の

司
会
で
始
ま
り
県
商
工
器
黒
長
補
佐
、
而↓]

川
尻
経
済
部
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
次

い
で
県
商
工
課
梅
屋
主
事
よ
り
立
地
班
の
製

報
告
、
当
所
中
村
指
遵
課
長
よ
り
調
査
班
の
湘

査
報
告
を
な
し
、
引
き
統
き
本
臨
の
特
謬

断
員
で
あ
る
日
本
女
子
大
姦
師
石
田
綽
男
氏

二
月
二
十
四
日
(
木
)
午
前
十
時
よ
り
明
治

生
命
ホ
ー
ル
に
於
て
、
奈
良
新
作
士
産
品
展
が

開
催
さ
れ
た
。
対
象
は
土
産
品
と
し
て
の
価
格
、

形
態
が
手
頃
た
も
の
、
奈
良
の
イ
メ
ー
ジ
が
良

く
表
わ
れ
て
い
る
食
品
あ
る
い
は
工
芸
品
で
あ

る
。
審
査
方
法
は
ま
ず
一
品
づ
つ
A
 
(
優
良
)

B
 
(
良
)
 
C
 
(
不
可
)
の
三
段
階
に
ラ
ソ
ク
付

を
し
後
に
<
嵒
番
査
に
ょ
っ
て
最
終
的
に
ラ
ソ

ク
を
決
定
し
た
。
工
芸
品
関
係
に
は
審
査
員
の

主
観
に
ょ
っ
て
評
価
の
ち
が
う
も
の
が
あ
り
活

発
姦
見
の
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。
蕪
結
果

は
、
工
芸
の
部
、
知
事
荏
楓
林
堂
木
芸
社
の

「
古
都
の
美
弥
人
」
奈
良
市
長
賞
に
、
辻
本
順

三
氏
の
「
銚
子
」
が
選
ば
れ
た
。

奈
良
市
近
鉄
奈
良
駅
前
周
辺

地
区
広
域
商
業
診
断
結
果
報

告
会
の
開
催

C
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が
あ
り
午
後
四
時
終
了
。

尚
、
県
・
市
・
当
所
で
は
今
後
対
象
商
店
街

登
向
を
十
分
尊
重
し
前
向
き
の
姿
勢
で
再
開

発
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

T
W
1
監
督
者
訓
練
講
座
開

イ当
所
で
は
、
現
場
監
督
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
り
、
短
時
闇
の
う
ち
に
、
技
能
を
修
得

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
討
議
・
実
習
に
重
点
を

船
い
て
、
標
記
誥
習
会
を
左
記
に
ょ
り
開
催
し

交
通
運
輸
部
会
開
催

、

当
所
で
は
去
る
二
月
二
十
五
日
(
金
)
交
通

運
輸
部
会
を
当
所
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
。
 
2

号
議
員
一
名
補
欠
選
任
及
び
副
部
会
長
一
名
補

欠
選
任
に
つ
い
て
協
議
の
結
果
杉
本
部
会
長
に

一
任
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

尚
当
日
は
昭
和
四
十
七
年
度
の
誕
及
ひ
部

ム
發
に
つ
い
て
種
々
協
議
を
行
う
と
共
に
ゲ
ス

ト
と
し
て
奈
良
県
警
察
本
部
よ
り
前
田
交
通
企

画
礎
が
出
席
当
面
の
交
通
保
安
計
画
に
つ
い

て
の
驫
を
行
っ
た
。
出
席
者
は
十
六
名
で
あ

つ
ナ

と
き

J
R
 
(
人
の
扱
い
方
)
二
ー
ス

二
月
二
十
四
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十

ハ
、
二
十
九
日
の
五
日
問

J
1
 
(
業
の
教
え
方
)
コ
ー
ス

三
月
六
、
七
、
ハ
、
九
、
十
日
の
五
日
闇

各
午
後
五
三
o
t
七
、
三
0
迄

と
こ
ろ
当
所
二
壁
】
ル

記

、

J
R
、
鵠
々
ネ
ジ
メ
ソ
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー

森
本
正
樹
氏

J
1
、
奈
良
商
工
会
議
所
指
遵
課
長

中
村
隆
英

一
、
受
群
 
J
R
、
八
名
 
J
1
、
六
名

各
コ
ー
ス
共
、
全
出
席
者
に
は
当
所
よ

、

ψ
口

り
修
了
、
将
を
授
与
致
し
ま
し
た
。

ト
・
フ
カ
デ
ミ
ー
、
飯
田
芳
郎
氏
を
む
か
え
、

糖
轡
会
を
開
催
参
加
者
は
十
名
で
あ
っ

元
。当

日
は
新
入
社
員
の
導
入
教
育
計
画
、
人
材

育
成
計
画
等
に
つ
い
て
実
践
事
例
を
中
心
驫

義
さ
れ
午
後
五
時
に
終
了
。

全
国
お
国
自
慢
お
土
産
品
展

剰
崔
鳥
イ

二
月
二
十
九
日
t
三
月
五
日
東
京
三
越
本
店

に
於
て
全
国
お
国
自
慢
お
士
産
品
展
が
開
催
さ

れ
た
。
本
県
か
ら
も
奈
良
N
鹿
の
角
細
玉

鐙
等
、
奈
良
の
特
産
品
を
四
小
間
ス
.
ヘ
ー
ス

で
出
品
参
加
し
た
。
会
場
は
立
地
条
件
の
良
さ

も
手
伝
っ
て
初
日
か
ら
人
出
が
多
く
鹿
の
角
細

工
や
仏
像
面
な
ど
は
人
目
を
引
い
た
が
高
価
な

染
り
売
れ
ず
筆
、
墨
奈
畿
の
小
袋
の
売

れ
行
き
が
良
か
っ
た
。

西
大
寺
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

1
巡
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催

当
所
で
峡
西
大
寺
に
里
さ
れ
た
奈
良
フ

プ
ミ
リ
ー
と
の
共
存
共
栄
の
為
、
今
後
の
商
店

街
誘
、
個
々
商
店
の
経
営
方
針
等
に
関
す
る

祭
セ
ミ
ナ
ー
を
、
三
月
十
三
日
(
月
)
、
午

後
五
時
よ
り
八
時
ま
で
、
経
営
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ

ト
、
牧
野
喜
明
氏
を
招
い
て
、
西
大
寺
シ
"
ツ

ピ
ソ
グ
協
同
組
合
旦
十
名
の
参
加
の
も
と
に

開
催
、
当
所
よ
り
中
村
指
瓢
長
、
大
井
謀

員
が
出
席
し
た
。

日
、
午
後
一
時
か
ら
県
商
工
観
光
館
四
階
ホ
ー

ル
に
て
、
大
阪
通
産
局
特
許
室
長
浅
沼
勝
義

氏
を
招
い
て
改
正
井
法
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
た
。
当
所
よ
り
鈴
木
指
遮
員
が
出
席

し
た

詐
師
に
は
野
島
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
小
務
所
長

野
姥
治
氏
を
お
招
き
し
、
受
群
は
十
一
名

で
あ
っ
た
。

新
入
社
員
受
入
れ
講
習
会
開

催三
月
九
日
(
木
)
、
当
所
三
階
ホ
ー
ル
紫

て
、
午
前
十
時
よ
り
、
誥
師
に
側
了
不
ジ
メ
ソ

第
六
十
八
回
常
議
員
会
開
催

昭
和
四
十
六
年
度
第
九
回
経

営
指
導
員
研
修
会
に
出
席

誓
指
遵
員
の
資
質
向
上
な
ら
ぴ
に
将
改

善
普
及
那
業
の
円
滑
、
か
つ
効
果
的
な
指
導
を

穫
す
る
元
め
の
祭
研
修
会
が
三
月
二
十
二

日
、
二
十
三
日
の
二
日
間
、
金
沢
商
工
会
議
所

と
市
内
香
林
坊
ニ
ニ
ー
タ
ウ
ソ
に
お
い
て
、
金

沢
市
都
市
再
開
発
を
テ
ー
マ
に
、
奈
良
県
内
経

ψ
幕
遵
員
十
五
名
参
加
の
も
と
に
開
催
さ
れ

た
。
当
所
よ
り
大
井
指
遜
員
が
出
席
し
九
。

奈
良
商
店
共
済
会
誕
生
会
開

イ奈
良
商
店
共
済
会
で
は
、
三
月
十
五
日
(
水
)

午
後
二
時
よ
り
当
所
ホ
]
ル
に
於
て
、
一
月
1

三
月
生
れ
の
商
店
従
業
員
十
一
名
を
対
象
に
誕

生
会
を
開
催
、
細
田
会
長
を
囲
ん
で
和
や
か
に

歓
談
し
、
九
の
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

近
商
連
調
査
担
当
者
会
議
に

出
席

●
」

契
十
八
鼎
議
貝
会
は
去
る
三
月
十
八
日

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
大
森
会
頭
、
河
合
、
小

山
副
会
頭
、
和
井
田
専
務
理
事
代
行
、
乾
御
綴

員
他
十
四
氏
の
出
席
を
得
て
当
所
ホ
】
ル
に
お

い
て
開
催
し
た
。

当
日
の
発
で
あ
る
贇
一
名
辞
任
の
件
、

奈
良
市
近
鉄
奈
良
駅
前
周
辺
地
区
広
域
商
謬

断
実
施
報
告
の
件
、
経
済
倶
靴
よ
り
印
し
入

れ
の
件
、
会
館
建
設
に
関
す
る
件
に
つ
急
告

が
な
さ
れ
一
同
異
議
な
く
了
承
。

瓢
員
一
名
辞
任
の
件
に
つ
い
て
は
交
通
運

徐
会
選
出
の
二
号
議
員
で
あ
る
た
め
後
任
に

つ
い
て
は
交
通
運
翻
会
に
一
任
す
る
こ
と
に

決
定
。

近
畿
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は
三
月
二
十
九

日
午
後
二
時
よ
り
火
阪
商
工
会
議
所
に
船
い
て

祭
担
当
老
会
議
を
開
催
、
昨
年
八
月
の
ニ
ク

ソ
ソ
シ
j
以
後
の
各
地
の
輸
出
関
連
産
業
の

そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
引
き

改
正
特
許
法
説
明
会
に
出
席

イ

所
が
実
施
し
た
奈
良
市
近
鉄
奈
良
駅
前
広
域
商

誰
断
の
勧
告
内
容
を
中
心
に
三
月
二
十
四
日

当
所
ホ
】
ル
に
船
い
て
開
催
、
当
所
中
村
指
導

課
長
よ
り
勧
告
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
誘
を

な
し
た
。
尚
出
席
者
は
中
塚
会
長
以
下
二
十
五

名
で
し
た
。

t

(
社
)
発
明
協
会
奈
良
支
部
で
は
特
許
等
の

相
籍
遵
の
充
実
を
は
か
る
た
め
三
月
十
七

人
間
管
理
管
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
講
習
会
開
催

当
所
で
は
労
務
改
善
事
菜
の
一
環
と
し
て
、

三
打
二
十
三
日
(
木
)
、
午
前
十
時
よ
り
三
階

ホ
ー
ル
に
於
て
、
経
営
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
高
橋

三
郎
氏
を
誥
艇
迎
え
、
祭
轡
会
を
開
催

し
ナ当

日
は
労
務
担
当
者
を
対
象
に
人
冏
関
係
管

理
の
根
底
と
な
る
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
、
ソ
"
ソ
の
考

え
方
、
方
添
に
つ
い
て
、
種
々
具
体
的
な
実

例
を
あ
繍
明
を
さ
れ
た
。
尚
、
参
加
者
は
十

六
名
で
し
た
。

奈
良
県
中
小
企
業
労
務
対
策

協
議
会
に
出
席

利
益
計
画
・
予
算
統
制
実
務

講
座
開
催

当
所
中
小
企
業
製
所
で
は
中
小
企
業
の
重

要
な
経
営
管
理
手
段
の
一
つ
と
し
て
最
小
の
努

力
で
最
大
の
劾
果
を
挙
げ
て
い
た
ゞ
く
た
め
の

糖
利
益
計
画
・
予
算
統
制
霧
戡
を
去
る

三
月
二
十
一
日
(
火
)
午
後
一
時
よ
り
開
催
し

去
る
三
月
二
十
五
日
(
士
)
、
午
前
十
時
よ
り
、

奈
良
合
祠
庁
舎
に
於
て
、
標
記
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
中
小
企
業
指
定
六
集
団
よ
り
昭
和
四
十

六
年
度
璽
報
告
及
び
昭
和
四
十
七
年
度
事
業

禽
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
、
賃

金
問
題
、
定
着
性
の
問
題
、
福
利
厚
生
間
題
等

に
つ
い
て
種
急
見
の
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

尚
、
当
所
よ
り
大
井
指
導
戸
貝
が
出
席
し
た
。

9

講
師

8

第
六
十
九
回
常
議
員
会
開
催

去
る
三
月
二
十
七
日
、
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
奈
良
ホ
テ
ル
に
お
い
て
常
議
員
会
を
開
催
し

た
。
当
日
は
大
森
会
頭
、
河
合
副
会
頭
、
和
井

田
専
務
理
事
代
行
、
今
西
姦
員
他
十
一
氏
の

出
席
を
え
て
、
当
日
の
議
件
で
あ
る
昭
和
四
十

七
年
度
事
詳
画
案
並
び
に
一
般
会
計
収
支
予

算
案
小
規
模
事
業
特
別
会
計
収
支
予
算
案
審

勢
件
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
可
決
鴛
。

尚
専
務
理
張
任
同
意
の
件
に
関
し
て
は
和

井
田
恒
道
氏
を
専
務
理
事
に
選
任
し
た
。

小
西
通
り
商
店
会
近
代
化
研

究
会
に
出
席

,
ー

小
西
通
り
商
店
会
で
は
先
に
県
・
市
・
会
議

昭
和
四
十
六
年
分
決
算
指
導

に
関
す
る
研
修
会
に
出
席

イ

.

昭
和
四
十
六
年
分
決
算
指
導
に
関
す
る
祭

研
修
会
は
奈
良
税
務
署
主
催
の
下
に
同
署
会
議

室
に
於
い
て
行
わ
れ
、
当
所
よ
り
岡
安
記
帳
専

任
職
員
、
吉
田
、
大
井
両
経
営
指
導
員
が
出
席

し
ナ席

上
古
川
青
色
申
告
調
査
官
よ
り
決
算
の
手

び
ミ
及
び
確
定
申
告
の
手
引
き
を
主
体
に
種

凌
の
指
導
上
の
黒
点
に
つ
い
て
説
明
あ
り
、

四
時
三
十
分
終
了
し
た
。

統
き
流
通
、
ゾ
ス
テ
ム
化
の
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
に

協
議
が
な
さ
れ
た
。

尚
当
所
か
ら
は
中
村
指
導
課
長
が
出
席
し

ナ

売
掛
代
金
回
収
講
座
開
催

当
所
で
は
企
業
活
動
を
円
滑
に
し
大
切
な
資

金
を
上
手
に
回
転
す
る
技
術
や
、
い
、
ざ
と
い
う

場
合
の
法
律
知
識
を
得
て
も
ら
う
た
め
標
記
セ

ミ
ナ
ー
を
去
る
三
月
二
十
七
日
(
月
)
午
後
一

時
よ
り
村
部
経
営
研
究
所
長
村
部
春
美
氏
を
講

師
に
開
催
し
た
。
驫
者
は
三
十
六
名
に
誓

終
始
熱
心
に
聴
講
し
た
。

☆
雇
用
促
進
融
資
の
募
集
に
つ
い
て

雇
用
促
進
璽
団
で
峡
二
二
三
億
円

の
貸
付
枠
を
も
っ
て
昭
和
四
十
七
年
度
の

募
集
を
行
な
い
ま
す
。
一
屈
用
促
進
融
資
と

は
公
共
職
美
定
所
の
紹
介
に
ょ
っ
て
定

め
ら
れ
た
数
以
上
の
労
働
者
を
雇
い
入
れ

る
事
業
主
ま
た
は
事
業
主
の
団
体
に
、
労

働
者
住
宅
、
福
利
厚
生
施
設
、
職
業
製

施
設
等
の
設
置
ま
た
は
整
備
の
た
め
の
資

金
を
長
期
、
低
利
に
融
資
す
る
制
度
で
、

受
付
期
間
は
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
の
六
力
月
間
。

融
資
率
は
中
小
企
業
主
九
号
以
内
、

そ
の
他
の
事
業
主
の
場
合
は
七
号
以
内

ま
た
は
八
号
以
内
で
す
。
利
率
は
中
小

企
業
年
六
・
五
%
、
大
企
業
は
年
七
%

詳
細
蛙
屈
用
促
進
事
業
団
代
理
店
(
市

中
銀
行
、
地
方
銀
行
等
)
に
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

お
知

せ

ら

、

C
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、昭

和
四
十
七
年
度
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中

中
小
企
業
構
造
の
高
度
化
等

1一
、
中
小
企
業
振
興
事
業
団
融
資
の
拡
充
等

中
小
企
業
者
の
高
度
化
意
欲
に
応
え
工
場

団
地
、
商
業
団
地
共
同
施
設
の
設
置
等
の

高
度
化
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
中

小
企
業
振
興
事
業
団
の
高
度
化
資
金
を
拡
充

す
る
。公

害
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
公
害
防

止
機
器
を
組
合
が
共
同
で
購
入
し
、
こ
れ
を

組
合
員
に
り
ー
ス
す
る
特
定
組
合
リ
ー
ス
事

業
に
対
す
る
融
資
の
道
を
新
た
に
開
く
ほ

か
、
共
同
公
害
防
止
事
業
の
融
資
対
象
施
設

の
範
囲
を
拡
大
し
、
共
同
焼
却
施
設
等
を
追

加
す
る
こ
と
と
す
る
。

業
界
が
構
造
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
設

備
の
共
同
廃
棄
を
行
な
う
場
合
、
組
合
に
対

し
特
別
融
資
無
利
子
、
八
0
%
助
成
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

同
和
対
策
融
資
制
度
(
無
利
子
、
八
0
%

助
成
)
を
創
設
。

ニ
、
業
種
別
構
造
改
善
の
推
進

を
認
め
る
。

ロ
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
、
初
年
度
二
分
の

一
ま
た
は
三
年
間
三
0
%
づ
つ
の
均
分
償

却
稔
め
ら
れ
て
い
る
公
害
防
止
設
備
に

か
か
る
特
別
償
却
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ

の
対
象
施
設
に
公
害
関
係
計
測
器
、
悪
臭

防
止
施
設
を
追
加
す
る
。

固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
に
つ
い
て

、

、

L

も
、
対
象
施
設
に
つ
き
、
戸
と
同
様
の
拡

大
を
図
る
。

中
小
企
業
向
け
公
害
防
止
技
術
の
開
発
を

促
進
す
る
た
め
国
公
立
試
験
研
究
機
関
の
公

害
関
係
技
術
開
発
の
充
実
技
術
改
善
費
補

助
金
制
度
郭
よ
び
国
産
新
技
術
企
業
化
等
貸

付
制
度
(
中
小
企
業
金
融
公
庫
融
資
)
の
重

点
的
活
用
を
図
る
。
と
く
に
技
術
改
善
費
補

助
金
制
度
に
一
局
率
補
助
(
四
分
の
弓
の
公

害
特
別
枠
を
新
設
す
る
。

④
中
小
企
業
に
対
す
る
公
害
防
止
指
導
を
強

化
す
る
た
め
、
公
設
試
験
研
究
機
関
の
公
害

防
止
技
術
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新

た
峡
都
道
府
県
の
総
合
指
導
所
に
公
害
防

止
指
導
専
門
の
指
導
員
を
配
置
す
る
。
な
お
、

商
工
会
議
所
の
公
害
相
談
事
業
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
を
拡
充
す
る
。

公
害
防
止
設
備
に
か
か
る
割
賦
販
売
を
促

⑤
進
す
る
た
め
機
械
保
険
制
度
の
対
象
施
設
の

拡
大
を
図
る
。

企
業
政
策
の
重
点

中
小
企
業
業
種
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を

図
る
た
め
、
中
小
企
業
構
造
改
善
制
度
に
基

づ
き
、
特
定
業
種
に
つ
き
、
構
造
改
善
対
策

を
さ
ら
に
積
極
的
に
推
進
す
る
。

対
米
繊
推
輸
出
規
制
の
実
施
等
き
び
し
い

環
境
下
に
あ
る
繊
推
工
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
織
布
業
染
色
整
理
業
お
よ
び

メ
リ
ャ
ス
製
造
業
の
構
造
改
善
を
強
力
に
実

施
す
る
。

一
般
の
指
定
業
種
に
つ
い
て
も
、
そ
の
近

代
化
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
施
策
の

充
実
を
図
る
。

三
、
中
小
商
業
の
近
代
化

中
小
商
業
の
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
、

中
小
企
業
振
興
事
業
団
高
度
化
資
金
の
活

用
、
中
小
企
業
金
融
公
座
国
民
金
融
公
庫

の
流
通
近
代
化
貸
付
制
度
の
大
巾
拡
充
等
を

図
り
卸
商
業
団
地
の
建
設
、
ポ
ラ
ソ
タ
リ

チ
エ
ソ
の
育
成
、
商
店
街
の
近
代
化
等
の
物

的
な
面
で
の
助
成
を
強
力
に
進
め
る
。

)2
 
地
域
性
の
強
い
商
業
の
近
代
化
を
推
進
す
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る
に
は
、
地
域
経
済
の
実
情
に
即
応
し
た
対

策
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
こ
の
た

め
、
商
業
近
代
化
地
域
計
画
の
策
定
を
四
十

七
年
度
に
お
い
て
も
十
二
地
域
に
つ
い
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
計
画
作
成
手
法
の

研
究
を
進
め
る
。

商
店
街
の
組
織
化
、
共
同
事
業
等
の
指
導

を
推
進
す
る
た
め
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会
に
商
店
街
中
央
指
導
員
を
新
設
。

都
道
府
県
中
央
会
の
商
店
街
指
導
員
を
増
員

す
る
。

四
、
下
請
中
小
企
業
振
興
の
強
化

中
小
企
業
金
融
公
庫
の
下
請
中
小
企
業
振

興
貸
付
制
度
の
実
施
お
よ
び
指
導
面
に
お
け

る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
下
請
企
業
振
興

協
会
を
強
化
す
る
。

下
詰
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
の
厳
正
な

運
用
を
行
な
う
と
と
も
に
、
建
設
業
に
つ
い

て
、
改
正
建
設
業
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、

取
引
適
正
化
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
く
。

五
、
中
小
企
業
技
術
対
策
の
強
化

中
小
企
業
老
が
必
要
な
試
験
研
究
お
よ
び

①
試
作
を
行
な
う
場
合
に
、
所
要
の
経
費
の
二

分
の
一
補
助
を
行
な
う
。
「
技
術
改
善
費
補

助
金
制
度
」
の
拡
充
を
図
る
。
公
害
防
止
面

で
の
助
成
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
、
こ

の
制
度
に
、
四
分
の
三
の
高
率
補
助
の
公
害

特
別
枠
を
新
設
す
る
。

中
小
企
業
の
自
己
開
発
に
か
か
る
技
術
の

②
企
業
化
を
促
進
す
る
た
め
昭
和
四
十
五
年
度

に
発
足
し
た
国
産
新
技
栗
業
化
等
貸
付
制

度
(
中
小
公
庫
)
を
拡
充
す
る
。

業
界
が
一
体
と
な
っ
て
行
な
う
共
同
研
究

③
所
の
設
備
に
対
す
る
補
助
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

制
品
の
研
究
開
発
に
対
し
て
行
な
う
。

④
国
公
立
試
験
研
究
機
関
に
お
け
る
中
小
企

業
向
け
技
術
開
発
研
究
お
よ
ぴ
技
術
指
導
の

強
化
を
図
る
。
そ
の
際
と
く
に
公
害
防
止
技

術
等
に
力
を
入
れ
る
。

中
小
企
業
振
興
事
業
団
に
お
い
て
、
中
小

⑤
企
業
向
け
省
力
化
機
械
等
三
機
種
の
開
発
を

行
な
う
。

一
へ
中
小
企
業
指
導
体
制
の
整
備
等
(
指
導

情
報
化
・
組
織
化
対
策
)

診
断
指
導
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
、イ

、
札
幌
川
崎
、
福
岡
の
各
市
編
合
指

導
所
を
新
設
。
診
断
指
導
員
を
増
員
す

る
。

ロ
、
臨
指
導
事
業
の
合
理
化
の
た
め
の
診

断
ツ
ス
テ
ム
(
コ
ソ
ピ
ユ
ー
タ
】
利
用
)

ー
:
:
,
)
:
:
、
、
:
■
.
、
一

の
開
発
を
図
る
。
(
委
託
先
日
本
鞭
開

発
セ
ソ
タ
ー
)

情
報
化
時
代
に
対
処
し
て
、

イ
、
中
小
企
業
経
営
の
情
報
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
、
数
業
種
(
四
十
七
年
度
は
繊

維
織
物
製
造
業
お
よ
び
食
料
品
販
売
業
を

予
定
)
に
つ
い
て
標
準
経
営
情
報
処
理
シ

ス
テ
ム
の
開
発
(
委
託
先
日
本
情
報
開
発

セ
ソ
タ
ー
)
を
行
な
う
ほ
か
こ
れ
と
関
連

し
て
、
都
道
府
県
黒
合
指
導
所
の
行
な

う
コ
ソ
ピ
ユ
ー
タ
ー
導
入
利
用
の
促
進
の

た
め
の
情
報
処
理
指
導
を
拡
充
す
る
。

戸
、
中
小
企
業
振
興
事
業
団
を
中
心
と
す
る

情
報
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
。

中
小
企
業
の
高
度
化
、
構
造
改
善
の
推

進
公
害
防
止
の
指
諧
あ
た
っ
て
、
組
織

化
の
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
お
り
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
指
導
体

制
を
充
実
強
化
し
、
組
織
化
を
推
進
す
る
。

1
 
小
規
模
事
業
対
策
の
強
化

中
小
企
業
の
な
か
で
も
、
と
く
に
企
業
力
が

弱
く
、
環
境
変
化
へ
の
適
応
力
の
乏
し
い
小

規
模
企
業
に
つ
い
て
、
施
策
の
抜
本
的
拡
充

を
図
る
。

経
営
改
善
普
及
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
都

市
地
区
ほ
ど
普
及
の
立
遅
れ
が
み
ら
れ
る
の

で
、
大
都
市
地
区
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
一

層
の
拡
充
を
図
る
。

(

゛

)1(

气

(
大
都
市
地
域
に
お
け
る
経
営
改
善
普
及
事

業
の
充
実
を
図
る
た
め
、
商
工
会
議
所
支
所

借
館
料
の
補
助
の
新
設
、
小
規
模
企
業
振
興

委
員
の
増
旦
小
規
模
企
業
予
備
指
導
カ
ル

テ
の
整
備
、
ポ
ス
タ
ー
、
。
ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト
等

に
ょ
る
施
策
普
及
の
徹
底
を
行
な
う
。

設
備
近
代
化
資
金
お
よ
び
設
備
貸
与
制
度

に
つ
い
て
事
業
規
模
を
大
巾
に
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
設
備
貸
与
制
度
に
つ
い
て
は
、
「
小

売
業
」
を
対
象
業
種
に
追
加
す
る
等
事
業
内

容
の
充
実
を
図
る
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度
に
つ
い
て
、
掛
金

額
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
共
済
金
額
の
大
巾
な

増
額
、
簡
易
迅
速
な
還
元
融
資
等
を
行
な
う

、
の
と
す
る
。
小
規
模
企
業
共
済
事
業
団
の

運
営
強
化
の
た
め
の
出
資
お
よ
び
補
助
金
の

大
巾
な
増
額
、
本
制
度
の
掛
金
に
対
す
る
税

法
上
の
優
遇
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
t
る
。

中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
工
場
共
同
化
事

業
に
対
す
る
融
資
枠
の
拡
大
、
国
民
金
融
公

庫
融
資
の
増
大
等
小
規
模
企
業
に
対
す
る
金

融
の
拡
充
を
図
る
。

税
制
上
に
お
い
て
は
、
個
人
事
業
主
の
所

得
に
対
し
て
青
色
申
告
控
除
制
度
を
設
け
る

ほ
か
、
個
人
事
業
税
に
お
け
る
事
業
主
控
除

額
を
三
十
六
万
円
か
ら
六
十
万
円
に
引
き
上

げ
る
。
ま
た
、
同
族
会
社
の
留
保
所
得
に
対
す

る
留
保
控
除
額
の
引
上
げ
を
行
な
う
な
ど
、

t

小
規
模
企
業
者
の
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

Ⅲ
公
害
防
止
対
策
の
拡
充

中
小
企
業
の
公
害
防
止
設
備
の
設
置
等
に

必
要
な
資
金
の
円
滑
な
供
給
を
図
る
た
め
、

イ
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
国
民
金
融
公
庫

の
公
害
防
止
貸
付
枠
の
拡
大
、
貸
付
限
度

の
引
上
げ
等
を
図
る
ほ
か
、
公
害
に
か
か

る
事
業
転
換
の
円
滑
化
の
た
め
、
両
公
庫

に
お
い
て
事
業
転
換
貸
付
を
創
設
す
る
。

ロ
、
中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
共
同
公
害
防

止
融
資
事
業
(
特
定
高
度
化
事
業
八
0

%
無
利
子
)
。
に
つ
い
て
、
対
象
施
設
の

範
囲
拡
大
(
共
同
廃
油
処
理
施
設
、
産
業

廃
棄
物
処
理
纏
等
を
加
え
る
。
)
等
に

よ
り
事
業
の
大
巾
な
拡
充
を
行
な
う
。

中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
一
般
高
度
化

、事
業
と
し
て
、
組
合
に
お
け
る
共
同
公
害

防
止
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
特
定
組
合

リ
ー
ス
制
度
を
創
設
す
る
。

ニ
、
公
害
防
止
事
業
団
に
お
い
て
は
、
貸
出

規
模
郭
よ
び
建
設
造
成
事
業
の
事
業
規
模
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
対
象
施
設
に
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
、
悪
臭
防
止
施
設
、
を
追

加
す
る
こ
と
と
す
る
。

)2
 
税
制
上
に
お
い
て
は
、

(
イ
、
公
害
防
止
費
用
の
割
合
が
大
き
く
所
得

変
動
の
激
し
い
業
種
に
つ
い
て
、
一
定
の

要
件
に
ょ
り
公
害
防
止
準
備
金
の
積
立
て
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第1 改正された制度

1.同族会社の留保控除額の引上げ
(法人税)

(所得税)2.青色申告控除の創設

項

昭和47年度

t

ノー「、

中小企業関係の税制改正
中小企業庁

目

3.小規模企業共済制度第1種共済契約掛金
の所得控除類の引上げ所得税

4.中小企業用合理化機械等の特別償却制度
の拡充 (所得税・法人税)

改

上

定額基準 200万円→350万円

D 47年産は取りあえず「青色事業主特別経
喪準備金」を廃止し、「青色申告控除」を
創設する。準備金の最高限度額であった10
万円を一律に所得控除とする。
2)個人事業主報酬制については、政府の税
制調査会に特別委員会を設け1年以内にそ
の検討を終ることとなっている。

6万円→12万円

5.個人事業税における事業主控除額の引上
げ (個人事業税)

6.青色事業主特別経費準備金菰立額の個人
住民税課税標準への不算入(個人住民税)

フ.白色申告者の事業専従老控除額の引上げ
(個人事業税、個人住民税)

正

C,
f

の

(交渉中)

0 指定期問を昭和48年3月31日まで1年間
延長
0 適用期間を昭和49年9月30日まで1年間
延長

昭和49年3月31日まで2年問延長

要

上

第2 既存制度の延長

1.中小企業貸倒引当金の特例の延長
(所得税・法人税)

2.下詰中小企業振興準備金制度の延長
(所得税・法人税)

3.中小企業構造改善凖備金制度の延長
(所得税・法人税)

4.小売商業共同店舗用建物の特別償却制度
(法人税)の延長

5'中小企業近代化促進法による%割増償却
制度の新規指定業種への適用

(所得税・法人税)

占
J、、、

従来の初年度%特別償却、個別機種指定の
制度を廃止し、次の制度を創設する。
1.初年度夛i0の特別償却
2.個別機種指定は行なわない
3.取得・価格 50万円/台以上

36万円→60万円

所得・の5%または年問10万円のい・ずれか低
、、額

15万円→17万円

6.中小企業者が集団化等のために取得する
士地の所有権の移転登記の税率の軽減措置

(登録免許税)の延長

フ.協業組合に対し現物出資した資産につい
(法人税)ての課税の特例の延長

昭和49年3月31日まで2年間延長

同

同

ミ
盲
、
盲
、
盲
§
、

人
の
使
い
方

「
茎
時
代
の
友
人
と
ス
キ
ー
に
行
こ
う
と

思
っ
て
、
来
週
二
日
ば
か
り
休
暇
を
と
ら
し
て

も
ら
い
た
い
と
堂
に
申
し
出
た
ら
、
課
長
の

や
つ
、
来
週
が
忙
が
し
く
な
り
そ
う
な
の
で
一

陽
遅
ら
せ
ろ
と
い
う
の
だ
。

と
こ
ろ
が
一
過
閻
遅
ら
せ
る
と
宿
が
と
れ
な

い
の
で
、
何
で
忙
が

し
く
な
る
の
力
聞
い

一
.

C

讐
、
、
＼
盲
、
ミ
盲
§
ミ
、

れ
の
仕
事
で
忙
が
し

い
と
い
う
の
な
ら
致

し
方
な
い
と
思
う

か
、
た
だ
忙
が
し
く
な
り
そ
う
だ
で
は
頭
に
く

、
、
、
、

る
よ
」と

あ
る
稔
の
若
い
社
員
が
仲
冏
相
手
に
う

つ
ぷ
ん
を
ぶ
ち
ま
け
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
課
長
と
い
う
人
に
あ
っ
て

電
L
し
て
い
る
と
、
今
度
そ
の
器
が
、

「
い
ま
の
き
社
員
は
全
く
遊
ぶ
の
奔
き

で
す
ね
。
今
Π
も
若
い
社
員
が
、
ス
キ
ー
に
打

く
か
ら
休
暇
を
く
れ
と
い
っ
て
き
た
の
で
す

来
週
あ
る
仕
張
出
て
く
る
の
で
、
一
週

、
、
、
、
力間

の
ば
せ
と
§
た
ら
、
ど
ぅ
い
う
仕
小
が
あ

る
の
だ
と
側
く
の
で
す
か
ら
あ
き
れ
ま
す
よ
、

ど
ん
な
仕
出
で
あ
れ
、
仕
事
と
い
わ
れ
た
ら
そ

れ
を
優
先
さ
せ
る
の
が
当
然
な
の
に
、
そ
う
い

う
考
え
は
全
く
な
い
の
で
す
か
ら
困
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
仕
事
と
い
う
も
の
は
も
っ
と
厳
し
い

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
つ
も
り
で
,
と

に
か
く
君
に
い
て
、
ら
わ
な
い
と
困
る
の
だ
か

理
解
不
足
が
生
む
生

21

<
、

ら
、
自
分
の
判
断
で
、
遊
ぶ
ほ
う
を
優
先
し
て

考
え
る
の
だ
ろ
う
と
推
理
し
、
で
は
こ
こ
で
一

つ
仕
事
の
き
び
し
さ
を
教
育
し
な
け
れ
ば
と
い

う
気
持
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。ま

た
、
こ
の
若
い
社
員
の
ほ
う
も
課
長
の
考

え
方
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
、
課
長
は
感
詩

に
な
り
、
権
力
で
自
分
達
を
お
さ
え
つ
け
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
こ
み
、
こ

れ
が
課
長
へ
の
長
へ
と
発
展
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

ー
ー

ら
*
と
盲
っ
て
や
っ
た
ら
仕
方
な
い
と
い
う
よ

う
な
顔
を
し
て
い
主
し
た
」

と
こ
、
ほ
し
て
い
た
。

こ
の
両
力
の
一
盲
い
分
を
聞
い
て
感
じ
た
こ
と

は
、
い
ず
れ
も
一
理
あ
る
こ
と
で
、
ど
ち
ら
が

よ
く
、
ど
ち
ら
が
惡
い
と
い
っ
た
こ
と
は
い
え

な
い
が
、
た
だ
こ
の
課
長
と
こ
の
社
員
と
の
闇

に
あ
と
一
歩
の
話
し
合
い
が
足
り
な
い
こ
と
は

否
め
ま
い
。

こ
の
話
し
合
い
の
不
足
が
、
双
力
に
何
を
も

九
ら
し
た
か
を
分
析
す
る
と
、
手
課
長
の
ほ

う
は
、
部
下
の
木
当
の
気
持
ち
が
判
ら
な
い
か

す
な
わ
ち
、
こ
の

話
し
合
い
の
不
足

か
、
一
方
は
加
害
者

、
、
、
、

口

と
な
っ
て
い
る
の
に

そ
れ
に
気
付
か
ず
に

い
る
し
、
他
方
は
、

強
い
被
害
者
意
識
を

抱
く
結
果
を
生
ん
で
い
る
。

そ
の
後
こ
の
課
長
と
課
員
と
の
問
が
ど
ぅ

な
っ
た
か
は
し
ら
な
い
が
、
こ
の
課
長
の
一
百
っ

て
い
た
仕
事
と
い
う
の
が
、
本
当
に
こ
の
課
員

が
い
な
く
て
は
な
ら
ぬ
よ
う
な
も
の
な
ら
、
こ

の
二
人
の
間
の
関
係
は
改
善
も
さ
れ
よ
う
が
、

そ
う
で
な
い
と
、
こ
の
臂
の
被
害
者
意
識
は

非
他
強
く
な
り
、
こ
れ
が
課
長
へ
の
反
感
を

つ
の
ら
せ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

僅
か
の
話
し
合
い
の
不
足
も
こ
う
し
た
結
果

を
生
む
の
で
あ
る
か
ら
、
納
得
で
き
る
ま
需

し
介
う
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
妥
か
が
理
解

で
き
ょ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
管
理
者
は
、
自
分

の
気
付
か
な
い
う
ち
に
部
下
の
加
害
者
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
注
意
す
る
こ
と
で
あ

る
。

商
工
組
合
中
央
金
庫
本
店

経
営
相
談
所
内
田
知
二

ー
ー

ー
゛
ー
ー

ミ
ニ
情
報

最
近
の
ハ
ワ
イ
観
光
界

ハ
ワ
イ
観
光
局
の
発
表
に
ょ
れ
ば
昨
年

一
月
か
ら
九
月
ま
で
に
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
た

観
光
客
は
三
西
万
二
、
九
八
五
人
で
一

咋
年
同
期
に
比
べ
て
一
・
五
%
の
減
少
を

示
し
た
。
し
か
し
日
本
を
中
心
と
す
る
東

洋
方
面
か
ら
の
観
光
客
は
二
万
二
、
-
0

0
人
で
、
咋
年
同
期
に
比
べ
三
一
・
三
%

増
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
ク
ソ
ソ
政
椛
の

新
経
済
政
策
、
松
道
に
の
り
、
牙
国
の

通
貨
が
米
ド
ル
に
対
し
て
切
り
上
げ
ら

れ
、
そ
の
茶
海
外
諸
国
に
於
け
る
休
暇

経
賓
が
増
額
さ
れ
る
の
で
、
ハ
ワ
イ
へ
の

^
一
^
は
^
層
^
ん
と
な
ろ
う
。

31



立
っ
た
か
知
れ
な
い
と
、
四
十
五
年
間
の

尊
い
経
験
肇
あ
っ
た
。
こ
の
話
は
簡
単

な
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い

る
意
義
は
深
く
て
大
き
く
、
よ
く
そ
ろ
ぱ

ん
の
真
髄
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
初
期
を
通

じ
て
実
業
界
の
大
立
物
で
あ
っ
た
渋
沢
栄

一
翁
は
生
涯
を
通
じ
て
「
論
語
と
そ
ろ
ぱ

ん
」
を
提
唱
さ
れ
た
が
、
こ
の
両
者
は
必
ず

合
致
す
べ
き
も
の
、
ま
た
合
致
せ
し
め
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
、
率
先
垂
範
み
ず
か

ら
実
践
さ
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

一

人
生

と
そ
ろ

、、
、
 
5
イ
一
゛

'
一
、
ー
ゞ
'
ー
'

、
Jヂ

三
多
4

ニ
.
寺
う
,

i
゛
"

＼

一

ノ

、

一'

C
f
、

一

ττ

ノ
ノ
J

ノ
、

.

そ
ろ
ぱ
ん
が
中
国
よ
り
伝
え
ら
れ
て
か

ら
四
百
余
年
を
経
て
い
る
。
そ
の
中
国
そ

ろ
ぱ
ん
は
、
日
本
人
の
国
民
性
に
融
合
す

る
よ
う
、
時
代
の
亦
垂
と
と
も
に
改
良
が

重
ね
ら
れ
、
今
日
見
る
よ
う
な
そ
ろ
ぱ
ん

と
な
っ
た
私
に
課
せ
ら
れ
た
人
生
と
そ

ろ
ぱ
ん
と
言
う
翅
目
壽
同
く
に
あ
た
っ
て

峡
元
禄
、
享
保
現
代
と
三
つ
の
時
代

に
焦
点
を
絞
っ
て
記
述
を
試
み
た
。

大
阪
商
人
と
そ
ろ
ば
ん

"
の
火
阪
倫
け
て
大
都
市
と
な
り

始
め
た
の
経
臣
霄
の
吠
ら
で
、
そ

の
後
大
阪
、
松
川
幕
府
の
直
欝
都
市
と
な

主

一

'

[

一

、

ノ

凡
二

闡

ゞ

、

〕

る
に
及
ん
で
、
そ
の
地
位
は
確
立
し
た
の

で
あ
る
。
領
主
米
の
販
売
市
場
、
ま
た
、

江
戸
へ
の
日
用
物
資
供
給
の
た
め
の
集
荷

市
場
と
し
て
の
両
側
面
か
ら
、
全
国
的
な

商
品
流
通
の
中
心
と
な
っ
た
。
貨
物
の
大

呈
取
引
、
商
人
相
互
の
信
用
の
確
保
、
手

形
割
引
の
慣
習
簡
よ
る
金
勢
流
通
、

金
利
の
低
下
等
は
、
大
阪
の
繁
栄
を
も
た

ら
す
要
素
と
な
っ
て
、
経
済
ミ
軽
し
、

町
人
の
経
済
的
職
能
は
、
す
こ
ぶ
る
重
要

な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
0
 
こ
の
よ
う

な
^
^
^
の
た
め
^
^
一
的
に
^
^
^
学
の

必
要
が
生
じ
、
元
和
八
年
(
一
六
二
二
)

商
学
博
士

日
本
大
学
名
誉
教
授

ん

て
、
へ
り
や
す
し
、
朝
タ
、
十
露
盤
(
そ

ろ
ぱ
ん
)
に
油
断
す
る
こ
と
な
か
れ
」
「
十

露
盤
現
「
う
つ
つ
」
に
も
忘
れ
ず
」
「
大
帳
、

雲
を
魏
し
、
'
盤
丸
雪
(
あ
ら
れ
)
を

は
し
ら
せ
」
と
盲
っ
て
、
そ
ろ
ぱ
ん
が
大

阪
商
人
の
社
会
生
活
の
一
部
を
な
し
て
、

不
航
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
よ
く
表

現
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
現
代
の
大
阪
の
事
業
経
薯

か
、
そ
ろ
ぱ
ん
を
ど
の
よ
う
に
観
て
い
る

、
、
、
、

で
あ
ろ
う
か
0

一
九
七
0
年
に
、
全
日
本
学
生
珠
算
連
盟

関
西
支
部
(
参
加
大
学
十
校
)
の
里
報

告
に
ょ
る
と
、
大
阪
を
中
心
と
し
た
各
種

類
の
問
屋
の
経
〕
薯
六
百
名
に
、
次
の
質

朋
を
試
み
た
。
「
あ
な
た
の
御
子
息
に
そ

ろ
ぱ
ん
を
習
わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
か
」

好
し
て
、
習
わ
せ
る
と
の
回
祭
-
 
0

0
%
で
あ
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
と
と

が
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、
な
お
、
大

阪
の
事
業
懇
暑
に
は
そ
ろ
ぱ
ん
に
対
し

て
、
親
近
の
情
を
抱
か
せ
ず
に
置
か
な
い

恨
強
い
伝
統
が
残
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
商
人
と
そ
ろ
ぱ
ん
鐸

私
が
所
蔵
す
る
そ
ろ
ぱ
ん
鐸
は
、
長
峪

の
名
工
二
代
目
若
芝
喜
左
衛
門
だ
禄
の

初
期
(
一
七
一

七
三
マ
頃
に
作

つ
た
も
の
で
あ
る
。
鉄
地
丸
形
内
銹
彫

山
崎
与
右
衛
門

で
、
そ
ろ
ぱ
ん
を
耳
際
か
ら
深
く
彫
下
げ

て
、
内
彫
り
に
し
、
笄
櫃
(
こ
う
が
い
び

つ
)
の
上
に
あ
る
そ
ろ
ぱ
ん
の
梁
の
背
に

(
一
十
)
と
金
象
恢
が
施
し
て
あ
る
。
耳

は
重
ね
が
厚
く
な
っ
て
い
て
、
二
十
九
人

の
唐
僧
風
の
人
物
を
高
彫
り
し
、
こ
れ
に

も
ま
九
金
象
祭
施
し
て
あ
る
。
こ
の
二

十
九
人
は
、
複
雑
な
身
振
り
を
秘
め
、
幻

想
的
で
理
解
す
る
の
に
当
惑
を
感
じ
た
。

そ
の
う
ち
の
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
で
、

ロ
、
目
、
耳
を
お
ぉ
っ
て
い
る
姿
、
「
言

わ
ざ
る
、
見
ざ
る
、
開
か
ざ
る
」
を
表
現

し
て
い
る
の
で
何
か
が
鎧
に
隠
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
残
る
二
十
六
人
は
二
十

六
聖
人
で
は
な
い
か
と
の
考
え
が
半
歳
も

過
ぎ
た
頃
浮
び
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
私
は

そ
ろ
ば
ん
の
梁
の
上
に
あ
る
「
一
十
」
を

究
明
す
る
た
め
長
崎
の
古
そ
ろ
ぱ
ん
を
三

十
個
ほ
ど
調
べ
て
見
た
が
、
、
梁
の
上
の
文

字
は
総
て
拾
と
貫
で
あ
る
。
「
一
十
」
は

見
当
ら
な
い
。
結
局
は
数
字
の
十
で
な

>
.
折

く
、
十
霧
木
を
意
味
す
る
十
と
判
断
し

た
。
そ
ろ
ぱ
ん
鐸
は
耳
の
重
ね
が
縦
横
と

も
六
・
一
匝
厚
み
一
・
二
糎
、
十
の
横

が
0
・
三
糎
、
縦
が
0
・
三
五
糎
の
ご
く

小
さ
い
も
の
で
あ
る
か
ら
人
目
に
は
つ
か

な
い
。
表
面
は
禁
教
政
策
に
従
っ
て
、
目

だ
た
な
い
と
こ
ろ
に
信
仰
の
捌
口
を
求
め

毛
利
重
集
割
竹
蕃
を
茗
し
、
寛
永
四
年

(
一
六
二
七
)
に
吉
田
光
由
に
ょ
っ
て
塵
劫

記
が
一
京
さ
れ
た
の
峡
拾
頭
す
る
商
人

階
層
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

井
原
器
(
一
六
四
二
1
-
六
九
三
)

峡
経
済
を
重
視
し
た
平
民
文
学
の
新
興

に
つ
く
し
、
物
を
鋭
敏
精
密
に
み
る
観
察

カ
、
そ
の
冷
静
な
態
度
と
と
も
に
、
わ
が

国
文
学
史
上
最
高
の
作
品
と
称
せ
ら
れ

る
。
西
鶴
は
元
禄
期
の
繁
栄
を
に
な
う
大

阪
商
人
の
生
産
的
、
経
済
的
な
思
考
に
つ

V
て
日
本
永
代
蔵
で
、

「
さ
れ
ぱ
、
金
銀
は
、
も
う
け
が
た
く

'
J

,
、

キ
C

る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
0
 
ま
九
、
十
字
加
木

の
形
は
小
さ
く
と
も
、
信
仰
の
喜
び
を
重

視
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の

そ
ろ
ぱ
ん
鐸
の
あ
っ
た
刀
の
所
有
者
は
十

八
世
紀
の
初
期
、
長
崎
に
お
い
て
帯
刀
を

許
さ
れ
た
商
人
で
、
熱
心
な
信
岩
で
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
0
 
こ
の
そ
ろ
ぱ
ん
と
、

十
字
架
と
、
二
十
六
聖
人
と
、
三
猿
主
義

等
を
巧
に
調
和
さ
せ
て
隠
れ
切
支
丹
を
象

徴
し
た
の
で
あ
っ
た
ら
ぱ
、
和
蘭
貿
易
に

貢
献
し
た
当
時
の
長
崎
商
人
の
人
生
に
そ

ろ
ぱ
ん
を
通
じ
て
、
"
ル
的
な
思
考
と
、

宗
教
的
な
思
考
と
の
固
い
結
び
つ
き
を
、

目
前
に
見
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

現
代
の
人
生
と
そ
ろ
ば
ん

今
か
ら
四
年
前
に
私
は
、
東
映
社
長
大

川
博
氏
の
随
筆
「
ソ
戸
バ
ソ
と
私
」
を
読

ん
で
、
力
強
い
咸
鄭
乞
受
け
た
の
で
、
こ

こ
に
そ
れ
を
引
用
す
る
。

「
ソ
ロ
バ
ソ
を
や
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、

頭
の
中
に
ソ
ロ
バ
ソ
が
出
来
て
来
る
。
つ

ま
り
計
算
的
素
養
が
身
に
つ
い
て
来
る
。

事
業
と
い
う
も
の
は
、
ど
ん
な
場
介
で
も

計
数
の
裏
づ
け
が
な
け
れ
ぱ
仕
事
は
で
き

な
い
。
た
だ
勘
だ
け
で
も
っ
て
。
ハ
ッ
。
ハ
ッ

と
仕
事
を
や
っ
九
ら
、
大
変
な
失
敗
を
す

る
。
必
ず
計
数
の
裏
付
け
が
必
要
で
す
」

「
と
こ
ろ
が
、
ソ
ロ
バ
ソ
を
し
ょ
つ
ち

t

筆
者
略
歴

明
治
三
十
八
年
=
需
小
に
生
ま
る
。
大

正
九
年
日
本
大
学
専
門
部
商
科
卒
。
伺
年

東
京
府
立
第
一
商
業
学
校
教
竿
振
り
出

し
に
教
員
生
活
に
入
る
。
現
在
日
本
大
学

名
誉
教
奨
帝
京
大
学
経
済
学
部
長
昭

和
二
十
九
年
学
絡
文
「
東
西
算
盤
の
変

遷
及
び
発
達
器
」
で
商
学
博
士
を
受

く
。
著
書
需
文
に
「
塵
劫
記
の
研
究
図

録
編
」
の
ほ
か
三
十
数
編
。
珠
算
検
定
制

度
の
創
設
を
初
め
て
提
唱
さ
れ
、
主
た
近

く
は
盲
人
珠
算
検
定
制
度
の
製
に
尽
力

し
た
。
わ
が
国
珠
算
界
の
重
鎮
で
そ
ろ
ぱ

ん
の
海
外
紹
介
に
貢
献
大
。
日
本
商
工
会

辧
珠
算
技
術
参
芋
。

(
、

ゆ
う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
必
ず
頭
の
中

に
ソ
ロ
バ
入
が
出
来
上
が
り
、
計
数
的
素

養
が
身
に
つ
い
て
来
る
。
い
ろ
い
ろ
な
計

画
等
を
見
て
数
字
を
判
断
す
る
場
合
で

も
、
す
ぐ
ケ
ジ
メ
を
つ
け
ら
れ
る
0
 
計
数

的
素
養
が
な
け
れ
ぱ
、
諸
君
は
将
来
経
営

者
に
な
れ
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
自
分
は

最
高
幹
部
に
な
っ
て
こ
の
会
社
を
運
営
し

て
行
く
ん
だ
と
い
う
気
慨
が
あ
る
な
ら

ば
、
う
ま
く
な
る
必
要
は
な
い
が
、
必
ず

忘
れ
ず
に
今
か
ら
ソ
戸
バ
ソ
を
練
習
し
て

、
、ノ

も
ら
い
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
紙
面
の

都
合
需
旨
の
三
分
の
一
よ
り
引
用
で
き

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
そ
ろ
ぱ

ん
の
必
要
性
の
真
実
を
よ
く
掴
ん
で
あ

る
0そ

ろ
ぱ
ん
を
際
に
は
、
禦
ノ
の
段
階

で
多
少
の
累
さ
も
あ
る
梁
し
み
も
あ

る
。
そ
の
困
難
さ
に
耐
ゆ
る
こ
と
に
ょ
っ

て
、
数
的
観
念
の
沌
養
に
な
る
優
れ
た
長

所
の
あ
る
こ
と
を
、
識
者
は
よ
く
知
っ
て

頂
き
た
い
。
と
れ
に
つ
い
て
私
は
二
年
前

に
、
現
在
中
小
企
業
を
経
営
し
て
い
る
五

人
の
人
々
か
ら
、
次
の
よ
う
な
話
を
開
い

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
小
ノ
年
時
代
に
そ

ろ
ぱ
ん
を
学
ん
だ
こ
と
に
ょ
っ
て
、
植
え

つ
け
ら
れ
た
数
観
念
は
事
業
の
経
営
に
直

接
結
び
つ
き
、
有
形
無
形
と
ど
ん
な
に
役

ノー
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不
況
下
の
税
務
対
策

!
ー
,
ー

,
ー
、
.
 
1
t
1
、
、
ー
、

金
艘
策
、
公
共
投
資
、
所
得
税
の
減
税
な

ど
に
ょ
っ
て
国
内
需
要
を
喚
起
寸
桑
寸
の
施
策

が
池
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
今
後
の
傘
璽

は
順
次
き
び
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
而
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
も
と
で
、

傘
の
耀
響
や
経
理
担
当
老
そ
の
他
の
関
係

者
が
欠
っ
て
お
く
必
要
の
あ
る
税
務
の
あ
ら
ま

し
を
紹
介
し
ま
す
。

一
欠
損
金
の
繰
越
し
と
繰
も
ど
し

(
法
八
一
、
五
七
1
五
九
措
法
六
八
の
三
)

前
捌
か
煕
字
申
告
で
、
今
期
が
赤
字
印
告
と

な
る
場
合
に
は
、
今
期
の
赤
字
の
範
囲
内
で
、

前
翔
に
納
め
た
法
人
税
を
還
付
し
て
、
ら
う
こ

が
で
き
ま
す
。
(
県
中
小
企
誇
に
つ
い
て

は
曾
ど
し
期
問
の
衡
が
あ
り
ま
す
。
)
ま

た
、
今
期
に
生
じ
た
欠
損
金
は
、
翌
期
か
ら
五

年
以
内
の
所
得
を
生
じ
た
年
度
の
称
か
ら
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
仮
決
算
に
よ
る
中
間
申
告(法

七
二
)

前
則
に
比
吸
し
て
今
期
の
所
得
が
グ
ウ
ソ
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
前
年
崇

の
二
分
の
一
を
中
間
納
付
す
る
こ
と
に
代
え

て
、
捌
首
か
ら
六
か
月
問
の
仮
決
算
を
行
な

ー
ー
i
i
1
-
ー

そ
れ
条
づ
い
て
中
問
申
告
す
る
有
利
な

、
、

L力
法
も
あ
り
ま
t
。

三
延
内

(
法
七
八
)

宗

印
告
税
額
の
半
額
以
上
を
期
内
に
納
付
し
た

場
合
の
残
額
は
、
三
か
月
間
の
延
納
が
酪
ら

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

四
有
利
な
利
益
調
整
項
目

配
当
可
能
利
益
の
ね
ん
出
、
対
外
的
宿
用

保
持
、
五
年
以
内
緑
桜
除
し
き
れ
な
い
ほ

ど
の
巨
額
な
欠
損
金
の
計
上
防
止
等
の
た
め
、

や
力
な
く
利
藹
非
す
る
場
貪
次
の
こ
と

に
馨
子
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
特
別
償
却
不
足
額
の
繰
越
L

(
措
法
五
二
の
一
己

租
税
特
別
N
法
に
ょ
っ
て
竹
別
償
却
を

す
る
こ
と
が
鬻
ら
れ
て
い
る
場
合
の
特
別

償
却
の
不
足
額
は
、
次
翊
以
降
三
年
間
は
任

惹
の
年
度
に
、
無
お
金
額
を
償
却
で
き
ま

す
。二

六
か
月
決
算
法
人
の
退
職
給
与
引
当
金

(
法
令
-
0
六
④
)

六
か
月
決
算
法
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前

期
の
繰
入
れ
不
足
額
を
今
期
繰
入
れ
る
こ

と
が
で
き
主
す
。

切
捨
て
が
決
定
さ
れ
秀
合
鯨
、
一
定
の
場

合
に
は
、
瀞
泉
徴
収
し
な
く
て
も
よ
い
制
度

が
あ
り
ま
す
。
(
所
基
一
八
ー
ー
ニ
三
二
、

共
ー
ニ
、
毛

往
員
等
個
人
ガ
私
財
提
供
を
し
た
り
、
保

証
人
と
し
て
自
分
の
資
産
券
る
か
抵
嘉

四
尖
行
を
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
、
そ
の
資

産
の
謡
郡
の
課
税
が
行
な
わ
れ
る
の
が

原
則
で
す
が
、
法
人
好
す
る
求
債
佐
、
礎

倒
れ
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
課
税
を
受

け
な
い
で
す
む
制
座
が
あ
り
ま
す
。
(
一
裟

五
九
、
六
四
②
染
六
四
1
四
、
五
)

四
担
保
提
供
料

(
昭
三
七
、
ハ
ニ
直
審
法
二
九
)

法
人
が
銀
行
借
入
れ
な
ど
を
行
な
う
に
際

し
て
、
役
員
個
人
の
不
動
産
を
担
保
と
し
て

差
し
入
れ
る
よ
う
な
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
担
保
提
供
料
と
し
て
十
X
払
っ
た
金
額

は
法
人
の
損
金
翫
入
さ
れ
ま
す
。
釡
額
的

に
は
、
^
用
^
、
^
協
^
'
^
^
一
^
の
^
、
^
^
な

ど
を
め
や
す
と
す
び
き
で
し
ょ
う
。

務

三
引
当
金
準
備
金
減
価
償
却
な
ど
の

調
整

貸
倒
引
当
全
芋
ナ
引
当
金
、
価
格
変
動

準
儒
の
よ
う
に
、
毎
期
洗
い
替
え
制
の
も

の
は
、
今
剛
緑
入
れ
な
い
場
合
、
次
期
以

降
い
つ
で
も
損
金
引
当
て
の
で
き
る
い
わ
ぱ

損
金
の
普
器
金
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ

れ
に
対
し
、
同
じ
く
決
算
を
黒
字
に
す
る
た

め
に
普
通
償
却
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
実
施

し
な
い
例
、
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
の
償

却
不
足
は
、
そ
の
資
産
の
耐
用
年
数
を
経
過

し
な
け
れ
ば
取
り
も
ど
せ
な
い
(
耐
用
年
数

の
短
か
い
資
産
ほ
ど
そ
の
取
り
も
ど
し
が
は

や
い
J
部
類
の
損
金
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
利
益
、
翻
ル
を
行
な
う
場

合
に
は
、
そ
の
選
択
を
壱
な
い
こ
と
が
肝

要
で
す
。

四
役
員
報
酬
の
調
節

不
況
期
に
役
員
机
酬
を
引
き
下
げ
る
例
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
、
霧
'
に
W
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
資
金
繰
り
の
都
合
で
単
に
朱

払
金
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
は
、
個
人
の

確
定
申
告
の
憾
は
そ
れ
を
所
徒
加
算
し

て
申
告
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
。
ま
た
、
す

で
に
未
払
金
に
計
上
さ
れ
た
断
や
賞
与
の

+
X
払
を
詐
退
し
た
場
合
で
も
、
後
捻
べ
る

場
合
(
七
の
弓
を
除
い
て
は
、
所
得
税
の

緊
徴
収
が
必
要
で
す
。
(
所
基
一
八
一
t

ニ
ニ
三
共
二
、
一
己

な
お
、
い
っ
た
ん
引
き
下
げ
た
祁
酬
を
引

、L

き
上
げ
る
と
き
は
、
も
と
の
支
給
額
に
逹
す

る
ま
で
の
金
額
で
あ
っ
て
、
さ
か
の
ほ
っ

て
増
額
す
る
こ
と
は
腎
ら
れ
ま
せ
ん
。

五
賃
貸
借
料
の
調
節

役
員
や
系
列
会
社
か
ら
借
り
て
い
る
建
物

や
貸
し
て
い
る
建
物
な
ど
の
賃
貸
術
の
金

額
を
適
正
類
以
下
に
引
き
下
げ
ま
す
と
、

所
得
税
法
上
の
同
族
会
社
の
行
鄭
算
の
否

鐙
定
(
所
法
一
五
七
)
や
法
人
税
法
上
の

寄
付
金
規
定
(
法
三
七
⑤
)
に
ょ
っ
て
賃
貸

人
側
で
否
撃
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
を
使
っ
て
利
需
節
を
す
る
こ
と

は
さ
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

五
決
算
の
公
表
対
策

対
外
的
な
信
用
保
持
、
労
務
刈
策
等
の
た

め
、
や
む
な
く
事
実
と
異
な
る
会
計
処
理
(
架

,
美
掛
全
架
空
た
な
卸
し
の
計
*
)
を
行

な
う
例
も
あ
り
ま
寸
。

そ
の
是
非
は
と
も
か
く
、
税
務
上
は
次
の
こ

と
に
留
・
惹
す
る
必
張
あ
り
ま
す
。

一
仮
装
経
理
と
申
告
調
整

(
法
七
Q
 
一
二
九
②
、
ニ
ニ
四
の
二
)

事
実
と
異
な
る
仮
装
経
理
を
行
な
い
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
所
得
を
過
大
に
申
告
し
た
場

合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
す
ぐ
に
は
そ
の
税

金
を
祥
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
中
告
書
の
う
え
で
そ
れ
を
修
正

し
、
本
来
の
所
得
(
ま
た
は
欠
損
金
)
に
引
き

な
船
し
て
申
告
す
れ
ぱ
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

二
仮
装
経
理
と
更
正
の
請
求

(
国
税
通
則
法
三
二
)

な
に
か
の
都
介
で
仮
装
経
理
に
基
づ
く
過
大

卵
告
を
し
た
場
合
で
も
、
申
告
期
限
か
ら
一

年
以
内
で
あ
れ
ぱ
、
正
し
い
所
得
(
ま
た
は

欠
損
)
金
類
に
減
額
更
正
し
て
も
ら
う
よ
う

苅
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
っ
と
も
、

減
価
償
却
や
各
種
の
引
当
金
、
準
備
金
、
圧

縮
記
帳
の
よ
う
に
、
泱
算
上
、
費
用
ま
た
は

損
失
と
し
て
経
理
処
理
し
な
け
れ
ば
程
上

の
損
金
契
が
器
ら
れ
な
い
も
の
は
、
Ⅲ

'
災
と
異
な
る
仮
装
経
理
を
し
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
、
^
^
の
^
嗣
求
の
^
^
に
た
り

ま
せ
ん
。

六
不
良
債
権
の
処
理

一
貸
金
等
の
貸
倒
れ(基

九
1
六
1
 
-
、
二
)

光
掛
金
や
貸
金
な
ど
の
貸
倒
損
失
の
計
上

は
、
そ
の
全
額
が
回
収
不
能
と
な
っ
た
こ
と

松
定
し
な
い
と
器
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
緩
和
抽
櫨
と
し
て
、
次
の
形
式
基
準
に
ょ

る
貸
倒
れ
の
特
例
、
偵
枇
償
却
特
別
勘
定
の

制
祭
あ
り
京
す
。

二
貸
倒
れ
の
特
例
(
基
九
1
六
1
三
)

継
需
な
取
引
の
あ
っ
た
取
引
先
と
の
取

引
を
停
止
し
て
か
ら
一
年
以
上
入
金
が
な
い

場
合
な
ど
に
は
、
そ
の
債
権
を
貸
倒
処
理
で

き
ま
す
。

三
署
長
認
定
割
合
に
ょ
る
債
権
償
却
特
別

勘
定
の
設
定
(
基
九
1
六
1
四
、
七
、
八
)

伎
務
者
の
債
獅
翻
の
状
祭
相
当
翔
問

継
統
し
、
出
業
好
転
の
見
通
し
が
な
い
場
介

な
ど
に
は
、
そ
の
債
務
者
好
す
る
債
椛

、
、

y
'
ー(

(
物
的
担
保
の
あ
る
部
分
等
を
除
き
ま
す
。
)

の
う
ち
回
収
の
見
込
み
が
な
い
も
の
と
し
て

霧
署
長
倫
定
を
受
け
た
部
分
を
1
借

力
「
佳
雀
償
去
井
勘
定
焚
損
貸
方
ぜ

椛
付
剥
特
励
勘
定
」
 
1
と
い
う
経
理
処
理

に
ょ
っ
て
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

四
形
式
基
準
に
ょ
る
債
権
償
却
特
別
勘
定

の
設
定
(
基
九
1
六
1
五
、
六
)

偵
莇
者
に
つ
い
て
、
会
社
更
生
手
糖
開

始
泱
定
、
手
形
交
換
所
曾
取
引
停
止
処
分

な
ど
の
形
式
的
な
*
実
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
偵
籍
の
五
0
%
を
世
と
し
て
儒

^
^
^
^
^
^
に
一
^
リ
^
^
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
元
が
っ
て
、
五
0
%
を
こ
え
森

り
入
れ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
三
の
署
長
認

定
契
口
に
ょ
る
繰
入
れ
の
制
度
に
ょ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

オ

(
汗
)
法
、
繊
、
所
法
・
:
・
・
・
法
人
裂
、

^
^
^
^
拙
^
^
、
^
^
^
^
の
^

雫
t
。

嬰
一
、

所
基
、
相
基

法
人
税
基

当本
通
逹
、
所
得
税
基
本
通
辻
、
親

税
基
本
翌
の
畷
雫
す
。

<
.

二
役
員
ま
た
は
系
列
会
社
に
対
す
る
債
権

の
貸
倒
れ
法
三
七
⑤
基
(
九
ー
ニ
ー
一

0
、
九
1
七
1
 
-
七
)

貸
倒
れ
と
な
る
可
能
性
が
予
見
さ
れ
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
人
間
の
貸
借
で
は
考

え
ら
れ
な
い
信
用
条
件
で
金
銭
を
貸
し
付
け

た
り
、
取
引
を
継
続
す
る
例
は
、
運
命
壮
倫

体
相
互
闇
で
は
よ
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

結
果
貸
倒
れ
を
生
じ
九
と
き
の
貸
倒
れ
債
権

の
纐
や
回
収
し
よ
う
と
す
れ
ば
で
き
る
の
に

支
払
を
免
除
し
荏
権
の
額
は
、
役
員
に
対

す
る
賞
与
ま
た
は
そ
の
系
列
会
社
に
対
す
る

贈
上
ナ
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
(
鴛

偵
務
の
履
行
に
ょ
っ
て
生
じ
た
求
償
椛
の
貸

倒
れ
も
同
様
で
す
。
)

三
私
財
の
提
供

破
た
ん
し
た
汰
人
を
建
て
伯
す
た
め
に
、
役

員
な
ど
の
私
財
を
提
供
し
た
り
、
未
払
賞
芋

や
配
当
の
受
領
を
辞
退
し
女
合
に
は
、
法

人
に
つ
い
て
は
受
贈
益
ま
た
は
偵
務
免
除
益

と
し
て
益
金
に
算
入
さ
れ
る
の
が
原
則
で
す

公
正
な
資
産
整
理
手
統
に
ょ
っ
て
行
な

『
、
、
、
力わ

れ
る
一
定
の
場
合
に
は
、
そ
の
受
贈
益
な

ど
に
見
合
ユ
建
欠
損
金
(
青
申
繰
欠
等
と

し
て
控
除
不
能
の
も
の
)
を
損
金
に
算
入

し
、
課
税
関
係
を
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
(
法
二
二
②
、
五
九
)

役
員
等
が
未
払
賞
与
や
曾
な
ど
の
受
領

を
辞
退
し
て
、
源
泉
徴
収
を
す
る
の
が
原

則
で
す
が
、
(
所
基
一
八
一
?
ニ
ニ
三
共
1

二
)
債
椛
者
集
会
の
決
定
に
ょ
っ
て
債
務
の

ゞ
'
マ

、
、

(
f

'

七
役
員
ま
た
は
系
列
会
社
間
の
金

銭
貸
借
等
と
私
財
提
供

一
金
銭
の
貸
借
と
利
息

(
法
三
七
⑤
基
九
ー
ニ
ー
-
0
所
基

三
六
1
四
九
)

^
^
^
^
^
内
^
^
^
^
^
^
し
^
^
^

り
、
高
利
で
借
り
入
れ
た
場
合
に
は
、
通
常

の
利
率
に
満
た
な
い
部
分
の
金
額
ま
た
は
そ

れ
を
こ
え
る
部
分
の
金
額
を
、
役
員
に
報
酬

と
し
て
支
給
し
た
か
系
列
会
社
に
寄
付
し
た

も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
か
ら
、
貸
借

は
い
わ
ゆ
る
ニ
ャ
ー
、
ソ
ヤ
ル
、
ペ
ー
ス
で
行
な

う
必
票
あ
り
ま
す
。

Ⅱ

^^゛リ^~^^
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商
店
街
づ
く
り

テ
。
ハ
ー
ト
や
'
藺
店
街
を
歩
く
た
び
に
、

つ
も
何
か
空
し
い
思
い
が
す
る
。
商
品

、、が
あ
ふ
れ
、
キ
ラ
キ
ラ
と
華
や
か
。
一

見
豊
か
さ
を
誇
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ

＼

私
は
こ
う
考
え
る

゛
、力

こ
の
怨
し
さ
は
誰
で
も
が
心
の
う
ち
に

感
じ
て
い
る
こ
と
ば
で
は
な
い
か
0
 
こ
こ

に
綬
大
き
な
今
日
の
問
祭
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

1
独
自
な
,
匂
い
"
な
い
商
店
街
1

全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
商
店
街
は
同
じ↑

勢
き
だ
0
 
独
自
な
匂
い
と
い
う
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
無
性
格
性
は
現
代

の
よ
う
な
流
通
機
構
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の

も
と
で
は
一
応
仕
方
が
な
い
と
も
い
え

る
。
そ
れ
は
一
応
納
軍
き
る
の
だ
が
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
無
神
経
に
乗
っ
か
っ

て
、
画
一
化
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
か
え

つ
て
安
心
し
て
い
る
売
り
手
側
の
惰
性

か
、
そ
の
空
虚
さ
を
一
そ
う
助
長
し
て
い

゛
、
、

る
の
だ
と
思
う
0

0

岡
本
太

そ
れ
に
商
品
の
飾
り
力
、
店
の
作
り
、

も
っ
と
ひ
ろ
く
一
言
え
ぱ
商
店
街
の
構
成
そ

の
も
の
が
、
も
の
を
売
っ
て
儲
け
さ
え
す

れ
ぱ
い
い
、

買
っ
て
く
れ
る
お
客
だ
け
が

相
手
だ
と
い
う
、
ふ
く
ら
み
の
な
い
態
世

だ
。
怡
好
だ
け
は
目
新
し
そ
う
に
、
フ
ァ

ツ
シ
,
ソ
化
し
て
み
て
も
、
伝
統
的
商
人

根
性
の
殻
は
脱
ぎ
き
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

か
ら
こ
の
空
し
さ
が
出
て
く
る
の
で
は
な

感
さ
え
あ
る
。

そ
こ
に
集
っ
て
く
る
人
々
は
自
分
の
能

カ
、
資
力
を
超
え
て
人
間
的
に
ふ
く
ら

み
、
解
き
放
た
れ
る
。
た
と
え
わ
づ
か
な

金
し
か
持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、
一
緒
に

雰
囲
気
の
中
に
と
け
込
み
、
笑
い
、
叫
ぶ
。

1
失
わ
れ
る
人
間
の
全
体
性
1

し
か
し
今
日
の
商
店
街
は
ど
ぅ
だ
ろ

う
。
も
の
を
買
う
人
間
は
払
っ
た
お
金
分

だ
け
相
手
に
さ
れ
る
。
そ
う
で
な
い
人
間

は
む
し
ろ
邪
魔
者
扱
い
だ
。
自
分
に
は
そ

つ
け
な
い
、
無
縁
な
商
品
が
ぎ
ょ
う
ぎ
ょ

う
し
く
飾
り
た
て
ら
れ
て
、
買
う
人
だ
け

鋸
を
呈
し
て
い
る
気
配
は
、
決
し
桑

し
い
も
の
で
は
な
い
。

戦
争
中
、
物
資
が
不
足
し
て
き
て
、
何

で
も
並
ん
で
買
っ
た
り
、
配
給
を
受
け
た

り
し
た
0
 
包
む
も
の
を
^
つ
て
行
か
な
い

と
売
ら
な
い
と
い
う
き
び
し
さ
だ
っ
た
0

そ
の
頃
、
う
っ
か
り
包
む
も
の
を
持
た
ず

に
列
に
並
ん
だ
人
が
、
い
ざ
順
番
に
な
っ

て
商
人
に
ぇ
ら
い
剣
幕
で
、
頭
ご
な
し
に

ど
な
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て

私
は
ひ
ど
く
腹
が
立
っ
た
。
そ
し
て
あ
れ

こ
そ
や
た
ら
に
ぺ
コ
ペ
コ
頭
を
下
げ
て
お

追
従
笑
い
t
る
、
伝
統
的
商
人
根
性
の
裏

が
え
し
だ
と
わ
か
っ
た
0
 
ま
と
と
に
卑
し

、

ナ
L う

呼
び
名
の
皮
肉
は
、
外
謬
対
し
て
ぱ

か
り
で
は
な
く
、
日
本
の
内
部
に
お
い
て

も
や
は
り
痛
烈
に
図
星
だ
。

自
分
の
ほ
し
い
も
の
を
手
に
入
れ
る
、

そ
れ
は
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。
今
で
も
世
界

中
に
み
ら
れ
る
が
、
昔
な
が
ら
の
市
場
、

レ
メ
ル
カ
ド
、
バ
ザ
ー
ル
、
そ
う
い
う
と
こ

、
、
、ノ

ノ
ろ
は
、
た
だ
生
活
の
必
要
品
を
調
逹
す
る

と
い
う
だ
け
で
な
い
。
熱
気
と
興
奮
、
一

種
の
祭
り
の
気
配
を
発
散
し
て
い
る
。
人

間
全
体
を
包
む
生
活
の
よ
ろ
こ
び
、
陶
酔

そ
も
そ
れ
人
間
生
活
の
中
で
も
の
を
売

る
、
一
貝
う
と
い
う
よ
う
な
シ
ス
テ
<
か
出

来
た
の
は
、
か
な
り
社
会
が
分
化
し
て
か

ら
の
現
象
だ
。
し
か
し
、
も
の
を
作
る
、

そ
れ
を
必
要
な
も
の
と
交
換
す
る
と
い
う

の
は
極
め
て
人
間
的
な
関
係
で
、
市
場
は

文
化
の
セ
ソ
タ
ー
で
も
あ
っ
た
0

や
が
て
中
間
に
立
っ
て
利
朔
を
と
る
付

買
人
の
存
在
が
固
定
し
、
俗
い
う
商
人
根

性
が
出
来
あ
が
っ
て
か
ら
、
も
の
と
人
間

は
断
も
切
ら
れ
て
、
経
迂
ス
テ
ム
が
何

と
な
く
空
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
は
砥
か

で
あ
る
。
物
々
交
換
の
人
間
的
な
ぶ
つ
か

り
あ
い
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
だ
が
、
貨
幣
と

い
う
抽
象
が
介
入
し
て
く
る
と
、
「
人
闇
」

も
抽
象
さ
れ
て
し
ま
う
。
利
益
は
一
文
で

も
多
い
方
が
い
い
。
そ
し
て
数
字
に
は
限

界
が
な
い
。
た
だ
ふ
え
て
ゆ
く
利
だ
け
を

計
算
し
て
、
そ
の
た
め
に
人
間
の
全
休
性

が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
の

で
あ
る
0

1
大
事
な
,
無
償
の
雰
囲
気
"つ

く
り
ー

船
客
は
必
要
な
、
の
が
少
し
で
も
安
く

手
に
入
れ
ぱ
い
い
。
商
人
の
方
は
一
文
で

、し

も
と
、
お
互
い
に
丁
々
ハ
ッ
ツ
と
目
の
色

を
変
え
て
隙
を
う
か
が
う
0
 
そ
の
く
せ
、

う
わ
ぺ
だ
け
は
恰
好
よ
く
見
せ
て
気
ど
っ

,
、
、
:
ー
、
 
f
:
:
ι
子
一
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.
/
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.
 
J
 
、
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、
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イ
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1
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J
 
】
:
:
ー
、
:
:
、
{
:
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{
イ
:
.
 
r
ノ
一
.
/
 
J
 
.
、
.

て
い
る
。
そ
の
空
々
し
さ
が
今
日
の
商
店

街
の
雰
囲
気
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
.

ア
ニ
マ
ル
は
現
代
の
巨
大
な
消
費
時
代
、

情
蛾
荏
会
峡
逆
驫
応
し
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
買
う
側
も
売
る
側
、
単
に
も
の
の

や
り
と
り
で
は
な
く
、
も
っ
と
業
に
生

活
感
の
全
体
を
ひ
ら
く
、
そ
の
新
し
い
方

式
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
商
品
自
休

も
、
も
の
と
し
て
の
価
値
よ
り
も
、
そ
れ

に
も
ら
れ
て
い
1
器
、
つ
ま
り
精
祁

的
な
満
足
感
の
方
が
ず
っ
と
高
く
評
価
さ

れ
る
時
代
だ
。
当
然
、
商
品
の
な
ら
べ
カ

も
い
や
、
も
っ
と
ひ
ろ
く
売
る
と
い
う
場

の
構
成
自
体
が
変
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら

ツ
ク
・
ア

J
 
、

i
、

、

C

を
工
夫
す
べ
き
で
あ
る
。
現
代
人
は
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
目
的
的
な
も
の
に
絶

望
し
て
い
る
。
た
と
え
商
品
を
買
わ
な
く

て
、
眺
め
て
歩
く
だ
け
、
そ
の
雰
囲
気

の
中
に
い
る
だ
け
系
し
い
0
 
そ
こ
に
集

ま
る
生
活
者
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
な

そ
う
い
う
価
後
の
よ
ろ
こ
び
を
う
ち
出
し

た
店
、
建
力
な
の
だ
。

そ
し
て
そ
れ
は
当
然
そ
の
ま
ま
商
店
街

全
体
に
お
し
及
ぼ
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ

る
01

空
間
芸
術
的
に
構
成
1

近
頃
、
新
し
く
出
来
る
商
店
街
や
地
下

街
な
ど
、
変
っ
た
展
示
物
や
広
嵐
の
拙

成
、
ま
た
水
の
流
れ
や
泉
を
し
つ
ら
え
た

り
し
て
、
新
し
い
方
向
に
向
う
気
配
は
見

ら
れ
る
0
 
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
ア
ク
セ
サ
リ

の
域
を
出
な
い
。
も
っ
と
空
間
全
体
を

芸
術
的
に
構
成
し
、
も
り
上
げ
る
思
い
き

つ
た
器
が
望
ま
れ
る
。

「
商
売
」
と
「
人
間
」
と
の
切
り
は
な

さ
れ
て
い
る
今
日
、
こ
れ
を
も
う
一
度
合

体
さ
せ
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
商
売
の
あ

り
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
商
売
人
も
猛
烈

な
芸
術
家
・
人
間
に
な
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら

t

0

,
隔
を
見
せ
る
、
買
わ
せ
る
と
い
う
ス

レ
ー
ト
な
目
的
だ
け
で
は
、
も
は
や
本

当
に
人
々
J
黒
き
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な

。
そ
れ
よ
り
も
無
償
の
雰
囲
気
を

い

作

り
、
も
り
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
0

四
角
ぱ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
商
品
を
な

ら
べ
さ
え
す
れ
ぱ
い
い
と
い
う
も
の
で
は

0

な
い
。
そ
ん
な
割
り
切
っ
て
整
理
さ
れ
た

店
よ
り
も
、
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
、
迷
路
に
入
っ
た
よ
う
な
、
驚

き
、
喜
び
に
b
く
わ
く
t
る
よ
う
な
展
示

画
家

ナ
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る
よ
う
に
な
る
の
は
望
ま
し
い
こ
と
だ
」

劃
f
 
/
.
冒
●
.
 
J
 
)
:
:
】
、
●
.
:
、
【
.
=
:
{

観
光
情
報

と
評
価
し
て
い
る
が
、
「
無
理
な
遊
び
で

Ⅱ

事
故
を
起
t
こ
と
が
多
く
な
っ
た
り
、
ヲ
,

一
.
、
●
;
、
、
(
局
.
●
冒
(
t
 
、
、
.
●
 
t
 
J
.
、
:
ー
.
一

.
-
J
 
、

宗
将
来
の
余
暇
行
動
は
「
旅
行
」
が
圧
倒
的
く
の
観
光
客
に
ょ
っ
て
、
自
然
の
美
L
さ
~

松
壊
さ
れ
た
」
と
観
光
公
害
を
指
摘
し

1
N
H
K
の
余
暇
観
調
査
1

〕
 
N
H
K
放
送
世
需
査
所
は
、
乍
下
卜
て
し
る
人
も
4
%
に
逹
し
て
い
る
一

庁
b
日
と
上
日
の
二
日
司
に
っ
こ
り
、
崇
国
鉄
の
「
鉄
道
百
年
一
、
、
"
念
」
行
事
の
内
容
一

"
"
余
暇
行
動
と
余
畷
観
光
の
羽
査
を
行
な
、
「
"
.

、

し

こ
の
じ
ど
痢
牙
を
子
表
し
六
百
乍
目
に
ょ
る
0
 
国
久
で
は
、
こ
の
大
漠

こ
の
聖
は
1
才
t
卵
才
ま
で
の
男
女
百
年
を
己
念
し
て
盛
り
だ
く
さ
ん
な
ー
~

一
三
、
六
0
0
人
を
全
国
か
ら
抽
出
し
工
や
事
業
を
計
画
し
て
い
る
0

一
個
人
面
接
法
で
行
な
わ
れ
、
回
収
需
π
鉄
道
記
念
日
を
九
月
十
四
日
に
し
、
こ

一
,
%
で
あ
っ
た
。
日
本
人
が
現
在
の
余
暇
行
ん
ど
の
鉄
道
百
年
記
念
四
g
な
ど
は
九
一

一
動
を
と
お
し
て
、
「
余
暇
」
好
L
て
ど
月
十
四
日
を
中
心
無
り
広
げ
ら
れ
る
。

の
よ
う
な
考
え
方
を
し
て
い
る
か
、
余
暇
そ
の
主
な
も
の
は
、
五
十
年
ま
で
に
姿
を

,
,
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
日
本
人
に
消
す
蒸
気
機
関
車
の
う
ち
、
代
表
的
な
Ⅱ
・
一

一
と
っ
て
余
暇
と
は
何
か
、
を
明
ら
か
に
し
両
を
京
都
.
梅
小
路
機
関
区
に
鼎
葆
存
~"

よ
う
と
い
う
目
的
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
を
は
じ
め
「
未
来
の
列
車
」
と
い
わ
れ
る
一

一
あ
る
0
「
余
暇
行
動
の
項
」
か
ら
は
、
ま
と
磁
気
浮
上
り
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
式
の
走
契
一

'
つ
た
休
み
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
、
る
験
生
置
を
東
京
.
国
分
寺
市
の
鉄
道
技
伽
,
"

一
余
暇
行
動
は
、
 
0
%
弱
の
人
が
「
旅
行
」
研
ず
所
仏
趣
設
、
一
般
公
跳
t
る
ま
一

一
を
あ
げ
て
お
り
、
「
あ
わ
た
だ
し
い
生
括
九
盲
念
行
事
と
し
て
は
、
鉄
道
響
g

ソ
ク
ー
ル
、
自
由
画
コ
ソ
ク
ー
ル
、
記
念
一

ル
、

~
か
ら
ぬ
け
だ
し
気
分
を
一
新
す
る
た
め
」

乗
車
券
、
入
場
券
の
発
行
、
ガ
ス
タ
ー
ビ

§
、
ー
.
、
ー

芸
、
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
。
「
余
暇
観

、、光の項」
で
、
現
在
の
余
暇
に
つ
い
て
、

ソ
車
の
展
示
、
、
黒
映
画
の
上
映
な
ど
が

~
多
く
の
人
は
「
み
ん
な
が
余
暇
を
楽
し
め
計
画
さ
れ
て
い
る
。

r
、
、
、

一
、
、

J
ゞ
 
J
 
.
'

玲

郎

.

0

0

气'
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①
お
知
ら
せ
①

奈
良
県
卸
売
業
・
小
売
業

最
低
賃
金
の
決
定
に
つ

六
小
号
而
基
進
局
に
船
い
て
は
、
去
る
昭
和

四
十
六
年
一
月
二
十
一
日
に
奈
良
地
方
最
低
質

金
審
議
会
に
譜
問
し
同
年
十
二
打
十
六
日
に
詞

,
署
談
会
よ
り
答
申
が
あ
り
、
奈
良
県
卸
・
小
死

業
最
低
貨
金
が
左
記
の
通
り
決
定
し
、
昭
和
四

十
七
年
一
打
十
九
日
付
で
公
示
さ
れ
、
同
年
二

打
十
八
日
よ
り
効
力
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

己芸一訂

奈
良
赴
亀
輩
・
小
、
輩
最
低
賃
金

一
、
適
用
す
る
地
域

奈
良
県
の
臣

ニ
、
.
迦
用
す
る
使
用
者

、
W
の
地
域
内
で
卸
売
業
・
小
売
欝

営
む
使
用
老

三
、
適
用
す
る
労
働
者

第
一
号
の
地
域
内
の
事
鴇
で
前
号
の

使
用
者
に
使
用
さ
れ
る
労
働
老
で
あ
っ

て
、
禦
輩
又
は
小
死
誰
係
桑
務

に
主
と
し
て
条
す
る
も
の
。

四
前
号
の
労
働
者
に
係
る
最
低
賃
金
額

一
日
一
、
-
 
0
0
円
、
た
だ
し
パ
ー
ト
タ

イ
マ
】
に
つ
い
て
は
一
時
間
ニ
ニ
ハ
円
。

2
3
2
1
-
ー
ー

^
^
に
^
、
づ
き
、
こ
の
口
^
^
^
^
に
お
い

て
賃
金
に
算
入
し
な
い
も
の
。

O
W
勤
手
当
(
一
定
期
間
の
所
定
街
日

に
お
い
て
、
就
業
規
則
等
の
決
め
る
と
こ

ろ
に
ょ
り
、
遅
刻
、
早
退
、
欠
勤
等
の
事

故
が
一
定
回
数
以
下
の
労
働
老
に
対
し
て

支
払
わ
れ
る
賃
金
を
い
う
。
)

0
通
勤
手
当
(
通
勤
労
働
者
に
対
し
て
、
使

用
者
が
通
勤
喪
を
負
担
す
る
た
め
に
、
特

別
の
手
当
と
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
い

う
)

全
事
業
所
に
適
用
拡
大
し
、
保
険
事
務
の
楓
素

化
と
璽
主
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
両
保
険

の
適
用
事
務
と
俊
俄
収
事
務
を
一
括
処
理

す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

従
っ
て
失
業
保
誓
つ
い
て
は
従
来
の
よ
う

に
毎
月
ご
と
の
申
告
納
付
は
な
く
な
り
、
労
災

保
険
方
式
振
じ
た
方
法
で
、
年
一
回
の
申
告

納
付
(
一
定
金
額
以
上
の
保
険
n
苅
納
付

で
き
る
)
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
今
回
改
正
さ
れ
た
小
に
ょ
っ

て
、
労
災
保
険
、
釜
保
険
の
い
ず
れ
か
一
方

だ
け
の
加
入
は
出
来
な
く
な
り
ま
す
が
、
汰
の

柴
暫
製
り
、
穫
険
を
別
ん
に
取
り
扱
b
れ

ま
す
。

①
讐
傑
及
び
市
町
村
並
び
に
こ
れ
ら
§

ず
る
も
の
の
行
な
う
事
業

②
欝
(
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
大
阪
、
祁

戸
、
関
門
の
各
港
)
に
船
い
て
強
運
送
の

行
為
を
行
な
う
聖

③
農
林
、
水
産
の
那
業

④
教
責
研
究
、
調
査
の
事
業
で
政
令
で
定
め

る
も
の

⑤
鴛
の
事
業

⑥
法
律
施
行
の
際
、
現
に
労
災
保
険
法
の
規
定

に
ょ
り
保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
有
期
事

業
以
上
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で

霧
処
理
等
に
つ
い
て
お
困
り
の
事
業
所
は
、

当
所
の
労
働
保
険
事
務
組
合
が
一
切
の
事
務
を

代
行
し
て
船
り
ま
す
か
ら
、
事
務
局
へ
船
尋
ね

下
さ
い
。

て

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
、
労
働
保
険
と
し
て
保
険
料

の
徴
収
が
ご
兀
化
さ
れ
ま
し

た
。現

在
加
入
さ
れ
て
い
る
労
災

保
険
と
失
業
保
険
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
法
に
従
い
保
険
料
を
別
々

に
徹
収
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
正
で
、
従
業
員
五
人

未
満
の
小
規
模
事
業
を
含
め
、

日

一

)蚕
畏

)
)
)
〕

日2

甥

日終

1

第
最

日終

(
(

日4第

務
務
業
ヂ
ノ

事
那般

業
樂

最

日
日

1
5

1
2

日3第

(

f
、

日
日

ー
ー

行

(

月6

貝討児9

月

(
日訟打W

冨
〕
笘

月6
6

(
f

ー
,
1
/
ー

畄
山

"
,
、

定
技

数

3
3
1
-
ー
-
2
5
1

月
打
児

63

回

57

5

24

各
お

務
務
員
係
習
手
係
画
労
理

67
73
34

尺
記
算

会大
奈
中

央
会
会

ト
一
＼
一

仁
ブ
一

会
織
技

大
叶
呪
ル
凱

技
尺
尺

競
算
算

算
計
計

珠
本
本

民
日
日

国
全
全

か
ら
抵
抗
力
を
つ
け
て
頂
く
た
め
に
専
門
医
に
ょ
る
企
努
健
康
診
断
制

度
瓢
け
て
お
り
ま
す
。
貴
社
の
ビ
繁
栄
の
た
め
御
気
嵯
に
ご
利
用
下
さ

る
よ
う
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
開
設
以
来
今
日
ま
で
。
既
に
約
川
社
の
中
小
企
業
経
営
者

が
受
診
さ
れ
好
評
を
得
て
船
り
ま
す
。

尺
算

算

記
尺

f
1
气
゛

J

算

ー
ー
ー
ー
ー
-
4
1
1
4

ゞ
三
宝
ミ

算

＼

企
管

匠
事

衣
単
人

計
癖

算

珠
計
珠
鉾
計

<
本
制
度
の
ネ
ラ
イ
>

刀
年
代
の
経
営
は
国
際
化
、
労
働
力
不
足
等
の
本
格
化
に
ょ
り
一
層
厳

し
い
環
境
に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
の
企
業
経
営

は
ち
ょ
つ
と
し
た
欠
陥
が
大
き
な
支
障
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
当
所
で
は
思
わ
ぬ
病
気
を
事
前
に
予
測
防
止
し
、
又
日
頃

珠

エ
エ
亊

ス
エ断

レ
気

プ
裁
電

ー
》
ー

3
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⑧企業に人材を.ノ
.ノノ人材開発コーナー速報

(自昭和47年3ナ11日~至5月1日分)

、
、

、

1

ノ
J

、

i

t
ノ

J

、

、
(

{

当所では奈良公共職業安定所の協力を得て標記コーナーを設け、ご好評のうちに磧極的に求人開発を
統けておりますが、 3月以降の求職者のりストを一括取纒めましたので是非ご利用下さい。なお、りス
ト中には既決定済のものもあるかと存じますので、その場合不悪ご諒承下さい。
またご希望の向きは当所に制切合わせ下さい。

希望職種

写真禎字工
1肩 集
空調技術者
機械(見習)

員店
配達兼営業

0 男子の部
求職人員

11

^.'..^^■●三●^島、1...^^,...^^....^^Ξ,.,^^..'.^、、,...^^,.●.^^..'.^^..、.^^...'^^""^^....^^..E.^^●."^^'..'^^'...^^E".^^..'●一ー

希望職種
イラストレータ【

助手測 量
自動車板金工12

Ⅱ.〔弐、,■^,ゴ之邑鬼塁「■月、ニ、、,ユト"^ノ=、ヨニセ^'、乏一、,^ニ=之=;、七"、"之卜【R七戸辻^ー、「ア『是七ガ=、ノ弐、ワR^ーニ、=P亡グユー弐、^、;辻』'巴"=ユ「二こ』A、"^';、、■、■^^

求職人員

大型運転手
変電技術者
重機整備工
雑役 工

、

/

/

、

1

t

0女子の部
希望職種
般事

経理事
店

集1扇
洋裁見
交換
給食

日ドック制度のおすすめ

◎特典

0専門家による迅速な診断と治療

0アフターケアーの徹底

0診断員は名誉と責任において行
動し診断上の機密は充分保持致
します。

0 受診料奈良市内1口当り7,000円(当所補
助3,500円、受診企業負担3,500円)

求職人員
43

」昌=、異メ^

申込先
奈良商工会議所
(奈良市東向中町6番地)
TEL ⑳ 6 0 7 5

労災・失業保険が労
働保険となりました

_「'、'、="=ニ'e厶と址"、^'ー、、=「せゴ卓^凡二=ゴ、ー=^、"卓二、「^'ニ、.「゛E,、三ゴ"ニモ゛^、e"、巴'●、,'キ三=ゴー宅]^'、づ広'
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第 26 回
第 16 回
第 16 回

試験
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央大会
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=
会
員
消
息
一
=

☆
新
入
会
員

,
黎
小
売
部
会

◇
西
口
子
供
乗
物
店

奈
良
市
大
安
寺
町
一

◇
東
鮓

奈
良
而
大
宮
町
一

◇
吉
田
呉
服
店

田
貯

奈
良
市
二
名
町
二
六
八
七
1
四

◇
藪
内
電
気
商
会

藪
内
雪
」

奈
良
市
六
条
西
町
三
五
八
番
地

◇
武
蔵
産
業
胸

渡
辺
武
一
郎

奈
良
市
珍
~
町

◇
浪
花
屋

奥
康
臣

奈
良
市
小
西
町

◇
堀
内
商
店

中
西
幸
一
郎

奈
良
市
小
西
町

◇
寺
尾
鋸
店

寺
尾
孝
一

奈
良
市
尼
ケ
辻
四
1
七
0
1
-

◇
富
屋
呉
服
店

辯
天
繁
蔵
戈
,
、
、

奈
良
市
元
町
一
〒
日
三
0
六
ノ
ハ

◇
染
と
織
大
竹

大
竹
き
ぬ
ゑ

奈
良
市
寺
町

◇
⑪
西
大
寺
天
恵
堂

訂
Ⅱ

田
ト

イ
坏

査
市
西
大
寺
、
ソ
"
ツ
ピ
ソ
グ

セ
ソ
】
タ
ー
内西

川
弘
志

西
口
実

一
ハ
ハ
ー
-
0

◇
と
ら
や
酒
店

奈
良
市
五
条
町
三
六
二

◇
の
せ
園
奈
良
店

能
勢
孟
男

奈
良
市
角
振
町

◇
7
-
ド
セ
ン
タ
ー

北
尾
総
合
食
料
品
店

奈
良
市
大
宮
町
二
丁
且

◇
奈
良
花
王
製
品
販
売
鵠

将
穣

奈
良
市
押
上
町

◇
松
井
装
飾

松
井
慶
之

奈
良
市
西
大
碍
三
七
0
1
三

◇
桜
井
薬
局
大
安
寺
店

吉
田
勝
彦

奈
良
市
南
京
終
町
二
丁
目
三
0
-
の
一
三

◇
倹
ダ
イ
エ
ー
奈
良
店

入
江
琵

奈
良
市
油
阪
町
二
番
地

商
業
卸
部
会

◇
奈
良
観
賞
魚
市
場

帋
清
一

奈
良
市
七
条
町
東
浦
三
匠

◇
中
川
機
械
器
具
卿

堀
内
保

奈
良
市
神
僻
七
-
0

◇
卿
シ
マ
ヅ

県
敏
夫

奈
良
市
北
袋
町
一
三

璽
部
会

◇
中
河
工
作
所

中
河

力

奈
良
市
三
条
所
町
三
の
二
五

◇
く
ろ
が
ね
工
業
所

向
谷
徳
太
郎

奈
良
市
南
京
終
町
一
丁
目
-
0
六
番
地

◇
囿
ミ
ヤ
ト
化
工

竹
中
豊
太
耶

奈
良
市
尼
ケ
辻
町
甲
北
平
長
四
四
四

◇
仲
西
工
作
所

仲
西
勢
津
雛

奈
良
市
御
殿
町
五
七
八

清

市
野
末
男

北
尾
義
春

一
番
三
四
号

C
t

◇
あ
を
に
や

松
井
晋

奈
良
市
南
京
終
町
七
丁
目
五
六
三
1
-

◇
鵠
吉
川
貞
工
業
所

吉
川
貞
蔵

奈
良
市
あ
や
め
池
南
六
丁
貝
二
番
二
二
号

観
光
部
会

◇
春
日
短
光
鵠

浜
口
武

奈
良
市
法
蓮
佐
保
山
町
一
七
一
七
番
地

◇
徇
は
ぎ
の
や

村
岡
晃

奈
良
市
東
向
中
町
八

◇
大
鯛
寿
L

昭

伽
国
中

奈
良
市
小
西
町

◇
奈
良
北
村
食
品

北
村
良
和

奈
良
市
三
条
栄
町
一
八
0

◇
稲
葉
商
店

稲
葉
庄
司

奈
良
市
八
軒
町

◇
喫
茶
チ
エ
リ
ー

大
畑
喜
一

奈
良
市
大
宮
町
三
丁
目
一
八
一
の
六

◇
松
村
食
品

松
村
久
子

奈
良
市
神
殿
町
六
六
0
1
五

◇
喫
茶
香
陽

森
下
節
子

奈
良
市
大
宮
町
五
丁
Π
一

◇
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス

松
山
義
一

奈
良
市
西
御
円
町

色

ヒ
Ⅱ

◇
喫
一
余
シ
ャ
ン
ブ
ル

ゴ
j

奈
良
市
高
天
町
四
八

◇
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル

!

田
中

奈
良
市
大
宮
町
三
丁
目
一
八
0
の
四

建
需
会

◇
山
陵
重
機

知
念
勇
健

奈
良
市
西
木
辻
町
七
0
1
-

◇
側
石
本
石
材

〆
'
膨

、

◇
イ
ン
テ
リ
フ
商
会

奈
良
市
国
見
町
一
丁
目
二
番

◇
阪
本
百
貨

奈
良
市
あ
や
め
池
南
二
丁
目

☆
代
表
者
変
更

◇
徇
高
橋
万
正
堂

(

◇
鵠
福
田
屋
玩
具
店

新
福
田
テ
ィ

旧
福
田
由
之
助

◇
奈
良
近
畿
日
産
自
動
車
鵠

◇
囿
南
畑
商
店

新
二
三
1
七
三
ハ
ハ

旧
ニ
ニ
ー
七
五
ハ
ハ

◇
阪
奈
飯
田
鵬

新
四
三
1
三
三

旧
四
五
6
七
一
三

◇
東
運
送

新
柳
生
四
6
0
八
四

旧
柳
生
八
0
六

◇
楓
林
堂

新
黒
澁
二
九
四
四

旧
黒
沌
一
七
四

◇
鵠
ゆ
り
や

新
四
五
1
七
三
三
八

旧
ニ
ニ
ー
七
六
八
一

奈
良
市
椿
井
町
五
一
番
地

久
保

◇
久
保
装
飾
店

丁
目
三
五
五
の
五

奈
良
市
元
町
一

山
巾
貞
三

◇
山
中
建
具
咽

奈
良
市
三
条
桧
町
六
二
六

◇
中
井
組

正
汰

中
井

奈
良
市
下
山
町
三
七

田
口
淵
治

◇
進
弘
建
設
鵠

一
番
地

奈
良
市
法
蓮
南
二
丁
目
-
0
九

◇
山
切
材
木
店

山
切
敏
治

奈
良
市
三
碓
町
九
四
六
番
地

◇
新
奈
良
開
発
鵠

氷
原
末
治

奈
良
市
西
大
寺
五
九
1
-

阪
原
義
男

◇
奈
良
水
道
工
業
側

奈
良
市
絵
町
南
一
丁
n
三
八
六今

井
徳
治

◇
鵠
今
井
工
務
店

奈
良
市
法
華
寺
町
三
八
0

◇
西
松
建
設
鵠
関
西
支
店
奈
良
出
張
所平

野
修

奈
良
市
油
阪
町
出
口
一
丁
日
一
四
番
地

◇
倉
田
建
築
測
量
事
務
所
倉
田
一
十
Ⅱ
、
Υ

奈
良
市
油
阪
東
町
四
三
番
地

弘
二

◇
鵠
内
田
商
事

a
u

奈
良
市
西
大
寺
町
-
0
二
九

上
口
Ⅱ

◇
吉
川
寿
陽
堂

正

奈
良
市
今
小
路
町

◇
倹
都
水
道
工
業
所

和
弘

山

奈
良
市
西
大
寺
町
赤
田
八
0
五
の
二

◇
働
小
松
製
作
所
奈
良
支
店
篠
崎
一
努

奈
良
市
高
天
町
三
八
(
佐
川
ビ
ル
内
)

理
材
部
会

阪
木

ー
ハ
ハ

新
奈
良
市
あ
や
め
池
南
六
丁
目
一
番
四
三

旧
奈
良
市
あ
や
め
池
南
二
丁
目

☆
電
話
番
号
変
更

◇
木
下
薬
品
鵠

新
三
三
6
五
三

旧
ニ
ニ
ー
六
八
八
六

◇
山
末
建
材

新
ニ
ニ
ー
三
六
六
七

旧
ニ
ニ
ー
三
二
六
二

◇
本
田
技
研
工
業
鵠
奈
良
営
業
所

新
郡
山
三
1
二
0
五
五
1
六

旧
二
三
1
六
九
五
一

◇
平
岡
紙
器
工
業
所

豊

◇
東
洋
信
託
銀
行
鵠
奈
良
支
店
罪
正
盗

奈
良
市
林
小
路
四
九
番
地

件
村
小
心
雄

◇
仲
村
会
計
事
務
所

奈
良
市
中
琵
丘
一
丁
目
B
八
1
三
0
三

交
通
運
輪
部
会

◇
サ
ン
コ
ー
レ
ン
タ
ー
カ
ー
奈
良
営
業
所

加
護
繁

◇
植
田
蚊
帳
佛

新
植
田
喜
元

旧
大
谷
幸
治
郎

◇
資
生
堂
奈
良
販
売
鵠

新
柏
原
辰
夫

旧
林
健
次

◇
テ
ィ
チ
ク
鵠

新
南
口
重
治

旧
南
口
豊
治

◇
三
都
屋
家
具
工
業
鵠

新
大
野
二
郎

旧
細
井
武
夫

◇
小
杉
商
事
帰
奈
良
工
場

新
小
杉
沈
鳳

旧
大
橋
治
一
郎

◇
鵠
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
カ
ー
奈
良

新
菊
池
武
三
郎

旧
寺
井
幸
一

◇
本
田
技
研
工
業
鵠
奈
良
営
業
所

新
岩
谷
透

旧
浜
田
美
好

石
田
義
一

◇
信
貴
商
事

新
市
原
歪

中
村

由
也

日
◇
帝
産
オ
ー
ト
鵠
奈
良
支
店

新
小
西
康
雄

旧
松
本
正
隆

☆
所
在
地
変
更

◇
う
い
ろ
屋

新
奈
良
市
手
貝
町

旧
奈
良
市
今
小
路
町

◇
花
松
印
刷
鵠

新
奈
良
市
三
条
鉾

旧
奈
良
市
下
三
条
町

◇
木
下
薬
品
鵠

新
奈
良
市
尼
ケ
辻
町
七
三
八

旧
奈
良
市
福
智
院
町

◇
山
末
建
材

新
奈
良
市
東
之
坂
町

旧
奈
良
市
法
述
町

◇
奈
良
観
光
バ
ス
鮒

新
奈
良
市
東
九
条
町
六
番
地
一

旧
奈
良
市
大
宮
町
一
丁
目
一
番
二
七

◇
本
田
技
研
工
業
鵠
奈
良
営
業
所

新
大
和
郡
山
市
井
戸
野
町
三
0
四
1
-

旧
奈
良
市
杉
ケ
町
三
六

◇
鵠
ゆ
り
や

新
奈
良
市
西
大
寺
国
見
町

旧
奈
良
市
西
大
寺
一
丁
目

西
大
寺
シ
ョ
ッ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
】
内

◇
阪
本
百
貨

f
、

>

査
市
杉
ケ
町
七
0
番
地
の
一

◇
鵠
力
ー
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
マ
ス
オ増

尾
徹

奈
良
市
新
大
宮
通
(
奈
良
警
察
署
西
隣
)

庶
業

◇
勇
ゆ

磯
崎
正
鄭

奈
良
市
半
田
横
町
一
三

◇
狭
川
湯

狭
川
キ
ク
ノ

奈
良
市
元
林
院
町
一
五
番
地

◇
働
奈
良
サ
ン
ケ
イ
広
告
社
扇
田
善
次

奈
良
市
小
川
町
三
番
地

☆
名
称
変
更

◇
新
キ
リ
ン
寝
具
佛

旧
松
田
蚊
帳
商
店

◇
新
鵠
高
島
電
機
工
作
所

^
^
」
、
吋
^
宮
、
乍
^

◇
新
例
伊
藤
裕
晤
商
店

旧
伊
藤
裕
晤
商
店

◇
新
帥
西
奈
良
ア
ス
カ

旧
上
田
米
穀
店

◇
新
鵠
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
カ
ー
奈
良

旧
側
ト
ヨ
タ
レ
ソ
タ
カ
】
近
集
§
業

所

旧新

平大
尾谷

直行
雄

丁
Π
八

七片
山

芳
幸

旧新
1τ,

「西」

橋 柘

直
人由

"士
口

旧新

1二1
」111

八
五
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外内 国

特許・実用新案・意匠・商標

出願・審判・鑑定・相談・侵害事件・訴訟

イ奈良■ r会'1式所小小企業伊,均i川項闇・網i淡日lg 3 木岼ヒD

ツタ

蔦田内外国特許事務所
ダ

大阪市東区内本町愉詰町30雷地

電話六阪(0田 941・-070e~0 701

1

品質と信用を売る

'、ゾ 田 坤

24

コ ^

b

子

ヒの御用命は

/

^

^^'

圓商店経営シリーズ
1 サービスとは。
2 販売効率をあげるには。
3 上手なお客の応待法。
4 上手なお店の広告戦略。
5 経営改善への道。
6 お客は常に正しい。
7 販売値段は・ーつしかない。
8 お客は満足をかう。
9 商店における陳列と照明。

ガ(最寄品の部)10 ガ

Ⅱ新しい販売方法品質表示
12 商店街活動。
13 包装の仕方。(基本編)

(応用編)14 ノノ

15 品質表示と販売促進。
16 繁栄する商店街。
17 店頭販売の秘訣。(接客編)

(陳列編)18 ノノ

19 これからの小売商店の生きる道。
今日の店舗、明日の繁栄。20

21 税金を怖れない経営。
貴方にも開かれている金融の窓「1。22
働きょい店、のびる店。23

若い芽を育てよう。24
みんなで街づくり。25

26 商店の労務管理(上)
(下)27 ノノ

これからの商店主婦。28

お客さまの買物心理。29

30 貴方にも出来る店舗の診断
31 安心を積立てる。

これからの商工青年。32
上手な仕入、下手な仕入。33
繁栄への近道。34

35 新Lい販売方法、品質表示。
36 販売促進あの手この手。

繁栄をあなたに。37

38 変わりゆく現代の店づくり。(新巻)
39 経営のバロメーター。(新巻)

.、4イ1イ.、 1
b

当所手持のスライド及びテープ名

〆ヲ
、.冒■

当所のオートスライドこ利用を.ノ

ワールドコ

r

ARAI SHOIEN

KAMI SHI MIZU.、1、

NARA

奈良市上清水町1071
T E L(22)2814 (23)28H

予

各国産輸入・培煎加工
コーヒ・系工茶・ココア
並びに喫茶グリル材料卸

^

、

ヒ

B)工場経営シリーズ
1 カギは貴方が握っている。
2 ぼやぼやしちゃいられない。
3 働く者の健康(工場作業編)
4 新しい人間関係。
5 人間関係の飛イソト。
6 あなたもコストダウソ出来る。
7 我々は原価を作っている。
8 下請企業の経営改善。
9 売れる製品の作り力。
10 中小企業の産業安全。
Ⅱ品質管理とは。
12 あなナこにもできる工場診断。
13 企業を伸ばす資金繰り。
C)実務訓練関係

正しい電話の応接。
正Lい受付と接待の仕方。
正しい態度。
積極性を伸ばすには。
命令の受け方、報告の仕方。
会議の開き方。
話し方の技術。
T ・ W ・ 1 とば。
教え方の四段階。
作業分析
働く者の健康(事務作業)
電話の心得。
停れ、見よ、そして訊ねよ。
職場のモラーノレ。
新しい労使の在り力。
店員訓練。
楽しい職場を作るには。
新時代の社員として、(組織と個人の開和)
訪問のしかた、話しかた

(販売を成功させるには。)
20 明るい明日をきづくために

(やさしい帳簿のつくり方)
交通事故と経営者の見償責任
おやじガンバレ
グループ学習(新巻)
創造性こそ生きがいのもと(新巻)

ニワ4シ

里士

r

コク州

、、

1
2
3
4
5
6
7
8
9

現
在
は
少
数
精
鋭
主
義
の
"
代
で

す
。

従
業
員
の
能
力
を
開
発
し
て
告

性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
合
理

的
な
労
務
管
理
と
教
育
訓
練
が
必
要

で
す
。
そ
れ
に
は
や
は
り
、
ス
ラ
イ

ド
に
ょ
る
視
聴
覚
を
通
じ
た
教
育
訓

練
が
最
も
効
果
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

④
ス
ラ
イ
ド
・
写
機
材
の
貸
出
要
領

当
所
で
は
ス
ラ
イ
ド
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
と
し
て
点
作
品
を
常
備
致

し
て
船
り
ま
す
か
ら
、
利
用
ご
希

望
の
向
は
文
書
又
は
電
曹
て
当

所
へ
お
申
し
越
し
下
さ
い
。

(
t

.
レ

申
込
先
当
所
業
務
課

T
E
L
⑳
六
0
七
五

⑥
当
所
係
員
が
出
張
映
写
も
い
た
し

ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
一
日
印
刷

昭
和
四
十
七
年
五
月
廿
日
発
行

奈
良
市
東
向
中
町
六

編
集
兼
和
井
田
恒
道

舞
人
和
井
田
恒
道

印
刷
人
近
東
弘
七

奈
良
市
尼
辻
町
一
丁
目
五
七
七

印
刷
所
共
同
精
版
印
刷
鵠

奈
良
市
東
向
中
町
六

発
行
所
奈
良
商
工
会
議
所

電
話
奈
良
図
六
0
七
五
(
代
)

しノ、
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皆様の近代合理的なこ家庭の延長
としてお気軽にこ利用下さい

ー"ーーー~ー___

1 _//'
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働

雪
"

1

司優雅な伝承美を現代にアレンジした新宴会場「金剛の間」

(奈良ホテル別館)近鉄奈良駅前上電話 0742 (24) 3101

0

,

,

▲

^

東京案内所
名古屋案内所

,(t

^^

''

豊かな生活を支える電気

^

〒<630>余良・奈良公園内
ー・,央区針U小 7丁目金城ビル
斗畔J区西柳町名古屋都永テル内

取締役 浅支配人

^良;寸叉テ'ノレ

＼

クリーン・エネルギーで豊かな郷士づくりをめざす

関西電力(キ知奈良支店
電話奈良(24) 12 0 1 (代)

1'
ーコ 1

^^^

竃話0742(23)4101
電話船(572)8301
電話052(582)7871

田国荘

尾ミ

イ

お二人のはばたきを
おこそかに演じます
奈良唯一力結婚式専門y.)殿堂

ー、

明るく住入よしあナを t幻西電力、よそ九を求めぐし

..

4

q
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◎部品部

◎用品部

各種外卓・国産車部品
付属品、 11具

H本ドライブシ,ツブチェーン加盟店
J . A. F.取扱店

ドライブ用品アクセサリ ^●

＼

株式会社

奈良市杉ケ西町朋-2(専売公社通り)

TEL奈良(0742) 22-0 1 0 6(f口

*Dワ商書


